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秋
の
陣
ま
つ
り
盛
大
に
開
催

　

11
月
12
日
（
前
夜
祭
）、
13
日
（
本
祭
）

の
日
程
で
、「
大
隅
の
國
や
っ
ち
く
松
山
藩

第
23
回
秋
の
陣
ま
つ
り
」
が
絶
好
の
行
楽
日

和
の
中
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
祭
の
成
功
に
弾
み
を
つ
け
る
べ
く
、
前

夜
祭
で
は
地
元
の
団
体
を
中
心
と
し
た
舞
台

が
盛
り
上
げ
、
迎
え
た
翌
朝
。
冷
た
い
空
気

に
包
ま
れ
た
会
場
は
、
入
場
を
待
つ
大
勢
の

来
場
者
が
列
を
作
り
、
開
門
と
同
時
に
一
気

に
場
内
へ
と
流
れ
込
み
ま
し
た
。
そ
の
後
間

も
な
く
、
吉
田
救く

に
い
ん
の
か
み

仁
院
守
隆
司
第
６
代
藩
主

を
は
じ
め
と
し
た
武
者
行
列
が
入
場
し
、
藩

主
の
合
図
に
よ
り
、
ま
つ
り
が
盛
大
に
始
ま

り
ま
し
た
。

　

や
っ
ち
く
松
山
藩
流
お
も
て
な
し
の
真
骨

頂
、
野
菜
や
サ
ム
ラ
イ
鍋
な
ど
の
大
盤
振
る

舞
い
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で
会
場
が
賑
わ
う
中
、

舞
台
で
は
郷
土
芸
能
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な

ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
特
別

ゲ
ス
ト
、
い
っ
こ
く
堂
さ
ん
の
舞
台
に
は
、

そ
の
不
世
出
の
腹
話
術
を
一
目
見
よ
う
と
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
の
人
だ
か
り
が
舞
台

前
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
「
が
ん
ば
ろ
う
東
日
本　

が
ん
ば
ろ
う
日
本　

復
興
支
援
」
と
銘
打
ち
、

武
者
行
列
に
被
災
地
へ
と
派
遣
さ
れ
た
藩
士

（
市
職
員
）
も
参
列
。
奉
納
の
儀
式
の
中
で
支

援
の
必
要
性
を
訴
え
た
ほ
か
、
会
場
に
は
義

援
金
箱
や
被
災
地
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

る
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
今
年
な
ら

で
は
の
取
り
組
み
が
目
を
引
き
ま
し
た
。

有明魁伝太鼓の力強い演奏

早朝から大勢の来場者で賑わいました

ハーモニー・サン・スマイルの皆さん

やっちくサスケ・忍者屋敷は今年も大盛況！

白熱した陣馬そり大会

かわいらしいみどり保育所のお遊戯

ベイブレード大会で真剣勝負！

商工会、ＰＴＡなども出店しました

鬼気迫る演奏で魅了したマーボー

司会のじゃっどん小野ちゃんと順ちゃん

被災地への義援金を募りました

松山中吹奏楽部

大盤振る舞いには長蛇の列！

華やかな日本舞踊

中村郷土芸能の披露

被災地へ届け、大隅の元気！

やっちく松山藩
秋の陣まつり
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小
中
学
校
音
楽
発
表
会

　

11
月
９
日
、
志
布
志
市
文
化
会
館
で
、

第
５
回
志
布
志
市
小
・
中
学
校
音
楽
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
と
午
後
の
部
の
２
回
に
分
け

て
行
わ
れ
た
発
表
会
で
は
、
市
内
の
全
小

中
学
校
23
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、

合
奏
や
合
唱
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
な
ど
を
披

露
。
緊
張
し
な
が
ら
も
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
伸
び
伸
び
と
発
揮
し
、
演
技
が
終
わ

る
と
舞
台
を
見
つ
め
る
保
護
者
や
先
生
か

ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
鹿
児

島
大
学
教
育
学
部
の
石
田
匡
志
教
授
か

ら
、「
学
級
や
学
年
、全
校
で
の
編
成
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
種
類
の
響
き
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

これからもお元気でお過ごしください

手作りのお守りで交通安全

　11 月 11 日、安楽小学校近くの市
道とグリーンロードで同校 6 年生
の児童 21 人の皆さんが、交通安全
キャンペーンを行いました。
　皆さんは、毎年同活動に協力し
ている地元の徳元秋子さん手作り
のお守りと一緒に、
交通安全啓発のビ
ラと反射板をドラ
イバーに手渡して、
交通安全を呼びか
けました。

雨の中、ドライバーに呼び掛ける皆さん

ひ
と
り
金
婚
式
を
開
催

　

10
月
30
日
、
野
神
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
（
野
神
校
区
公
民
館
）
主
催
に
よ
る
第

２
回
ふ
れ
あ
い
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
集
い
の
中
で
、
結
婚
後
50
年
を

迎
え
、
そ
の
間
に
配
偶
者
に
先
立
た
れ
た

人
へ
、
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
の
苦
労
や
地

域
へ
の
貢
献
へ
の
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
気

持
ち
を
込
め
て
「
ひ
と
り
金
婚
式
」
を
企

画
。
昭
和
32
年
か
ら
36
年
頃
ま
で
に
結
婚

し
た
人
を
対
象
に
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
12

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

市
ケ
谷
誠
公
民
館
長
が
一
人
ひ
と
り
に

ね
ぎ
ら
い
の
祝
辞
を
読
み
、
記
念
品
を
贈

呈
す
る
と
、
皆
さ
ん
は
在
り
し
日
の
相
手

を
思
い
出
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

 

消
防
業
務
へ
の
尽
力
に
瑞
宝
単
光
章

　

永
年
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
生
命
、

財
産
の
安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
た
小
治
義

哉
さ
ん
に
瑞
宝
単
光
章
が
贈
ら
れ
、
11
月

7
日
、
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
治
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
旧
有
明
町

消
防
団
に
入
団
以
降
、
平
成
12
か
ら
同
町

消
防
団
長
と
し
て
、
平
成
18
か
ら
志
布
志

市
消
防
団
長
と
し
て
団
員
を
統
率
し
、
平

成
19
年
に
退
団
す
る
ま
で
36
年
の
永
き
に

わ
た
り
、
消
防
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
も
っ
て

地
域
の
安
全
確
保
を
は
じ
め
、
優
秀
な
団

員
の
育
成
と
消
防
技
術
・
精
神
の
向
上
、

ま
た
一
般
家
庭
へ
の
防
火
指
導
に
よ
る
防

火
思
想
の
高
揚
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
多
大
な
功
績
に
、
感
謝
い

た
し
ま
す
。

小治義哉さん

美
容
産
業
発
展
へ
の
尽
力
へ
知
事
表
彰

　

県
の
産
業
発
展
に
貢
献
し
た
技
能
者
や

団
体
に
贈
ら
れ
る
優
秀
技
能
者
等
知
事
表

彰
に
、
市
内
の
美
容
師
、
岡
田
孝
子
さ
ん

が
選
ば
れ
、
11
月
６
日
、
か
ご
し
ま
県
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
、
職
場
の
第
一
線
で
美
容

業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
鹿
児
島
美
容
技

術
専
門
校
の
講
師
と
し
て
着
付
の
指
導
を

行
う
な
ど
、
卓
越
し
た
技
能
と
後
進
の
育

成
で
、
長
年
に
わ
た
り
県
の
美
容
産
業
の

発
展
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

受
賞
に
つ
い
て
、
岡
田
さ
ん
は
「
着
物

は
日
本
の
文
化
。
授
賞
を
励
み
に
若
い
人

を
育
て
な
が
ら
、
日
本
文
化
の
美
し
さ
を

残
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

岡田孝子さん

志布志城跡をボランティア整備

　10 月 21 日、国指定史跡の志布志
城跡で、志布志市ふるさと協議会志
布志支部（高吉修支部長）によるボ
ランティア整備が行われました。
　当日は 20 人の皆さんが参加し、
城跡を構成する内城跡と松尾城跡に
生い茂った草木の伐採や、倒木竹等
の除去を行いました。
　斜面にそびえ、明かりを遮ってい
た杉の伐採も行ったおかげで、散策
道が明るくきれいになりました。

毎年の整備作業、ありがとうございます

秋の陣まつりを前に清掃作業

　やっちく松山藩秋の陣まつりを目
前に控えた 11 月１日、志布志市ふ
るさと協議会松山支部（外勢裕明支
部長）の皆さんが、県道塗木大隅線
と市道飯野松山線でボランティア作
業を行いました。
　市内外から会場を訪れる人を、き
れいな心で迎えようと企画されたも
ので、当日は約 60 人の参加者が集
まり、まつり会場となる城山公園付
近の道路の除草、清掃作業に汗を流
しました。

松山支部の皆さん

志
布
志
城
跡
か
ら
朝
鮮
の
古
銭
出
土

　

史
跡
公
園
整
備
に
伴
い
、
平
成
18
年
か

ら
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
行
っ
て

い
る
志
布
志
城
跡
で
、
10
月
17
日
、
朝
鮮

王
朝
の
古
銭
「
朝
鮮
通
寳
」
が
出
土
し
ま

し
ま
し
た
。

　

朝
鮮
通
寳
は
、
１
４
２
３
年
、
李
氏
王

朝
時
代
に
作
ら
れ
た
直
径
２
．
４
㌢
、
厚

さ
１
．
５
㍉
、
重
さ
約
４
㌘
の
銭
貨
で
、

４
つ
の
中
世
山
城
か
ら
構
成
さ
れ
る
志
布

志
城
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
内
城
跡
か

ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
城
で
は
平
成
19
年
度
の
調
査
で
出
土

し
た
琉
球
王
朝
鋳
造
の
「
大
世
通
寳
」
を

は
じ
め
、
そ
の
ほ
か
、
中
国
の
陶
磁
器
や

東
南
ア
ジ
ア
の
陶
器
な
ど
、
志
布
志
が
外

海
に
開
け
た
港
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
も
の
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

どの学校も、すばらしい歌や演奏を披露しました！

朝鮮通寳

人型のお守り

市
総
合
芸
術
祭
開
催

　

11
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
志
布

志
市
文
化
会
館
で
「
志
布
志
市
総
合
芸
術

祭
」
と
「
志
布
志
地
区
秋
の
芸
術
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
の
市
総
合
芸
術
祭
で
は
、志
布
志
、

有
明
、
松
山
の
３
地
区
か
ら
舞
台
や
展
示

な
ど
、
日
頃
の
成
果
を
披
露
。
特
に
志
布

志
町
文
化
協
会
は「
志
布
志
の
四
季
物
語
」

と
題
し
た
初
の
試
み
と
し
て
、
加
入
す
る

全
舞
台
発
表
団
体
が
、
お
釈
迦
ま
つ
り
や

稲
刈
り
な
ど
四
季
の
風
景
を
、
団
体
の
垣

根
を
越
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
表
現

し
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
６
日
の
志
布
志
地
区
の
芸
術

祭
で
は
、
舞
台
や
展
示
の
ほ
か
、
バ
ザ
ー

な
ど
の
出
店
も
あ
り
、
多
数
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

志布志の四季物語より



7　市報しぶし■ 2011.12

山
口
国
体
陸
上
で
も
日
本
一
！

　

第
66
回
国
民
体
育
大
会
で
、10
月
9
日
、

陸
上
少
年
男
子
共
通
走
り
高
跳
び
に
出
場

し
た
、
志
布
志
町
田
之
浦
出
身
で
鹿
児
島

商
業
高
校
3
年
の
山
中
亮
磨
さ
ん
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

山
中
さ
ん
は
決
勝
で
、
自
己
ベ
ス
ト
を

１
㌢
上
回
り
、
県
高
校
生
新
記
録
と
な
る

２
㍍
12
㌢
で
優
勝
。「
２
㍍
12
㌢
は
こ
れ

ま
で
も
何
回
も
挑
戦
し
、
な
か
な
か
跳
べ

な
か
っ
た
の
で
、
記
録
更
新
が
で
き
て
嬉

し
い
」
と
、
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
進
路
に
つ
い
て
、「
進

学
し
て
陸
上
を
続
け
た
い
。
将
来
は
国
内

で
ど
ん
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
も
、
優
勝

争
い
に
加
わ
る
よ
う
な
選
手
を
目
指
し
ま

す
」
と
、
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

来庁し優勝報告を行った山中さん

山
口
国
体
ゴ
ル
フ
で
日
本
一
！

　

山
口
県
で
開
催
さ
れ
た
第
66
回
国
民
体

育
大
会
で
、
10
月
８
日
、
尚
志
館
高
校
１

年
の
池
村
寛
世
さ
ん
が
ゴ
ル
フ
少
年
男
子

の
部
個
人
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
競
技
で
１

日
目
を
首
位
と
１
打
差
の
２
位
で
終
え
た

池
村
さ
ん
は
、
２
日
目
も
ス
コ
ア
を
伸
ば

し
て
優
勝
。
同
種
別
で
の
鹿
児
島
県
勢
個

人
優
勝
は
、
２
０
０
８
年
大
会
以
来
２
度

目
。
ま
た
、
３
人
の
合
計
ス
コ
ア
で
競
う

団
体
の
部
で
、
鹿
児
島
県
代
表
は
４
位
と

い
う
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

優
勝
に
つ
い
て
、
池
村
さ
ん
は
「
大
き

な
大
会
で
優
勝
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
九
州
大
会
や
ハ
ワ

イ
で
の
大
会
も
あ
る
の
で
、
上
位
入
賞
を

目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

今後の活躍に期待します！

多彩なステージが会場を盛り上げました！

第 4 回コスモスまつり開催

　有明町野井倉の通称コスモスロー
ド）で、11 月 6 日、野井倉南部保全
協議会（水土里サークル）主催によ
るコスモスまつりが開催されました。
　連日の雨の影響で、例年よりも少
ない咲きぶりとなりましたが、面積
７㌶、距離２㌔にわたって道路脇を
コスモスが彩り、会場では団子とぜ
んざいの振る舞いやお茶の試飲会、
地元野菜の販売や子ども達のスケッ
チ大会などが行われて、来場者を楽
しませました。

好天にも恵まれ、絶好の花見日和でした

消火栓操法大会開催

　11 月 11 日、大隅町の曽於郡家畜
市場内家畜展示場で、第 8 回屋内
消火栓操法大会が開催されました。
　主催した大隅曽於地区消防組合で
は、事業所等における消化設備の迅
速的確な操作による被害を軽減と、
防火意識の高揚を図ることを目的と
して、毎年大会を開催しています。
　当日は 29 組が参加し、通報と初
期消火、消火栓による鎮火までの速
さや正確さで、日頃の訓練の成果を
競いました。

市役所チームも参加し、準優勝を収めました！

第３回新酒＆おいしぶしまつり

　11 月６日、若潮酒造株式会社敷
地内で、新酒祭り＆おいしぶし祭り
が開催されました。
　市観光特産品協会との共催で行わ
れたもので、会場では新酒の振る舞
いや、地元企業を中心とした出店が
あり、約 4000 人の来場者は舞台を
見ながら、ホロ酔い気分で志布志の
味を堪能しました。
　また、今回の収益の一部は、11
月 30 日、東日本大震災被災地への
義援金として寄附されました。

あ
け
ぼ
の
園
入
所
者
と
交
流
会

　

11
月
9
日
、
泰
野
小
学
校
6
年
生
11
人

が
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の
園
で
入

所
者
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
の
始
め
に
、
入
所
者
の
皆
さ
ん
の
食

事
の
材
料
に
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
同

校
の
全
校
児
童
で
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
児
童
の
皆
さ
ん
は

合
唱
を
披
露
。
そ
の
後
、
切
り
絵
作
り
を

行
い
、
皆
さ
ん
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か

れ
て
事
前
に
作
成
し
た
下
絵
に
木
の
葉
な

ど
を
か
た
ど
っ
た
紙
を
貼
り
な
が
ら
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

新
村
光
希
さ
ん
は
、「
思
っ
て
い
た
よ

り
面
白
か
っ
た
。最
近
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
っ
て
な
か
っ
た

の
で
、
行
き
た
く
な
り
ま
し
た
」
と
感
想

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

作品は、園内で飾られます

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
巣
箱
作
り

　

10
月
29
日
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
が
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
午
前
中
、
鳥
の
性
質
を
学

ん
だ
後
巣
箱
作
り
を
行
い
、午
後
か
ら
は
、

作
製
し
た
巣
箱
の
設
置
と
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

の
研
修
を
し
ま
し
た
。

　

巣
箱
づ
く
り
で
は
、
初
め
て
使
う
イ
ン

パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
や
電
動
の
こ
ぎ
り
等

の
安
全
な
使
い
方
等
を
学
び
な
が
ら
実
践

し
、
７
個
の
巣
箱
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、「
鳥
が
住
ん
で
く

れ
る
か
な
」「
雛
が
生
ま
れ
る
と
い
い
な
」

「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
が
実
践
で
使
え
る
よ
う

に
も
っ
と
練
習
し
た
い
」
と
感
想
を
語
り

ま
し
た
。

頑張って作ったよ！

へき地・小規模校教育研究会

　11 月 18 日、曽於地区へき地・小
規模校教育連絡協議会委嘱研究会が
原田小学校で開催されました。
　原田小学校では、「互いを認め合
いながら自分の思いや考えを豊かに
表現し伝え合う子どもの育成」を主
題に、国語科を中心とした研究を平
成 21 年から行ってきました。研究
会では事例発表や複式学級の公開授
業を行い、参加した曽於地区と鹿屋
市の教職員の皆さんが、意見や情報
の交換を行いました。

５、６年生複式学級での公開授業の様子

復
興
支
援
に
温
か
い
志

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
と
し
て
、

次
の
団
体
か
ら
温
か
い
志
が
被
災
地
へ
と

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

①
10
月
20
日
、

志
布
志
市
ま
ち

づ
く
り
公
社
か

ら
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
、
義

援
金
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
公
社
が
震
災
直
後
か
ら
9
月
30
日
の

間
、
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
店
内
で

募
金
を
行
っ
た
も
の
で
、
集
ま
っ
た
義
援

金
は
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
日
本
赤

十
字
社
へ
と
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

②
11
月
20
日
、
泰
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
白

坂
利
和
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
育
て
た
サ
ツ

マ
イ
モ
が
収
穫
さ
れ
、
支
援
物
資
と
し
て

大
船
渡
市
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
。　

　

収
穫
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
児
童
の
皆
さ
ん
約

１
０
０
人
が
集
ま
り
、
３
０
０
㌔
の
サ
ツ

マ
イ
モ
を
同
24
日
に
発
送
。
大
船
渡
市
内

の
給
食
セ
ン
タ
ー
等
8
か
所
で
、
食
材
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

収穫に参加した皆さん

お詫びと訂正
　11 月号「まちの話題」でご紹介した記事「０～ 2 才児がおイモ掘り」の内容に、
一部誤りがございました。お詫びして訂正いたします。

×大地惇文委員長　→　○船井博文委員長
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市の番組放送「しぶし志エフエム」は、毎月第２・４水曜日の午後１時と午後６時から次の
ＦＭ局で放送しています。
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Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と

CM
大
賞
で
演
技
賞

　

10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
、
鹿
児
島
県

内
の
市
町
村
が
制
作
し
た
ふ
る
さ
と
自
慢

Ｃ
Ｍ
を
披
露
す
る
「
第
10
回
Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る

さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
２
０
１
１
」
で
、
審
査
の

結
果
、
志
布
志
市
の
作
品
が
演
技
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
は
、
こ
の
地
域
が
日
本
有

数
の
養
殖
地
で
あ
る
、
鰻
の
持
つ
パ
ワ
ー

と
お
い
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、「
元
気
な

ま
ち
、
志
布
志
市
」
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
テ
ー
マ
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
の
田
舎
の
村
を
舞
台
に
し
た
あ
ら
す

じ
で
、
演
技
を
引
き
立
た
せ
る
家
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
や
セ
ッ
ト
も
見
所
の
一
つ
で
す
。

　

Ｃ
Ｍ
は
、
今
後
、
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ

る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

授賞報告に来庁した、吉田救仁院守隆司やっちく松山藩主

民
謡
全
国
大
会
で
優
秀
賞
受
賞

　

10
月
13
日
か
ら
16
日
の
日
程
で
、
東
京

都
の
国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
民
謡
民
舞
全

国
大
会
に
お
い
て
、
鹿
児
島
県
代
表
と
し

て
出
場
し
た
山
下
律
子
さ
ん
（
日
本
民
謡

協
会
鹿
児
島
大
隅
支
部
、
錦
江
会
所
属
）

が
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
、
民
謡
高
齢
一
部
（
梅
の

組
）
に
出
場
し
、
同
組
に
１
０
０
人
程
が

参
加
す
る
中
、地
区
大
会
で
優
勝
し
た「
鹿

児
島
ハ
ン
ヤ
節
」
を
披
露
。
上
位
入
賞
者

に
贈
ら
れ
る
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
に
つ
い
て
山
下
さ
ん
は
、「
プ
ロ

の
よ
う
な
人
の
中
で
選
ば
れ
て
驚
い
て
い

ま
す
。プ
ロ
の
伴
奏
で
歌
わ
せ
て
も
ら
い
、

『
囃
し
』
の
大
切
さ
を
勉
強
し
ま
し
た
。

ご
指
導
い
た
だ
い
た
上
玉
利
三
司
先
生
に

感
謝
で
す
」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

今後、ますますご活躍ください！

製
作
所
の
協
力
で
、
海
岸
で
も
利
用
で
き

る
車
い
す
「
ラ
ン
デ
ィ
ー
ズ
」
の
試
乗
に

よ
る
夏
井
海
岸
の
散
策
を
中
心
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
通
常
の
車
い
す
よ
り
も
太
い
タ

イ
ヤ
を
付
け
、
地
面
に
沈
ま
な
い
よ
う
に

作
ら
れ
た
ラ
ン
デ
ィ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
障

が
い
を
持
つ
当
事
者
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

濱
田
み
づ
ゑ
さ
ん
は
、「
フ
ワ
フ
ワ
と
浮

い
て
い
る
感
じ
が
し
て
乗
り
心
地
も
良
か

っ
た
。
波
打
ち
際
ま
で
行
っ
た
り
、
競
走

を
す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
感
想

を
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
皆
さ
ん
は
宝
満
寺
公
園
の

散
策
や
、
市
内
の
商
業
施
設
を
訪
れ
、
県

障
が
い
者
用
駐
車
場
利
用
章
制
度
（
パ
ー

キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
）
の
説
明
や
、

設
置
状
況
の
視
察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

快適な乗り心地で好評だった「ランディーズ」

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
開
催

　

11
月
３
日
、
医
療
法
人
左
右
会
・
そ
お

地
区
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催

に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
が
開
催
さ

れ
、
障
が
い
を
持
つ
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
14
人
が
参
加
し
て
、
市
内
を
散

策
し
ま
し
た
。

　

同
ツ
ア
ー
は
、
車
い
す
で
生
活
す
る
人

が
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
名
所
や
公
園

な
ど
を
散
策
し
た
い
と
い
う
、
当
事
者
の

想
い
を
き
っ
か
け
に
、
２
年
前
か
ら
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
補

助
を
受
け
、
一
人
で
は
移
動
が
困
難
な
場

所
を
巡
り
な
が
ら
、
障
が
い
を
持
つ
当
事

者
の
目
線
で
誰
で
も
利
用
で
き
る
施
設
の

在
り
方
を
考
え
る
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
と

い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　

４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
㈱
中
礼
義
肢

参加した皆さん

開催日：平成 24 年３月４日（日）

参加者募集中！

■日　　時　平成 24 年３月４日（日）
■場　　所　志布志運動公園陸上競技場周辺
■種　　目　ハーフマラソン・１０Ｋｍ・５Ｋｍ・３Ｋｍ
　　　　　　ファミリー
■制限時間　ハーフマラソン２時間３０分
　　　　　　（その他関門を設定いたします）
■参加資格　健康な方
　　　　　　（種目ごとに参加制限があります）

■参 加 料 　一般２，０００円　　高校生以下１，０００円
　　　　　　ハーフマラソン３，０００円
　　　　　　	ファミリー（２名）２，０００円（以下１名

増える毎に５００円追加）
■申込期日　平成 24 年２月３日（金）
■申 込 先 　生涯学習課　生涯スポーツ係　

　　　　　℡ 472-1111（内線 331・332）
　　　　　　有明・松山教育分室でも申し込みできます。

第７回

しぶしポートマラソン

　

市
民
の
皆
様
に
は
、関
東
在
住
の
知
人
、

友
人
の
方
へ
、
こ
の
機
会
に
地
元
で
取
れ

る
「
背
白
ち
り
め
ん
（
し
ら
す
）」
を
使

っ
た
「
背
白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
」
を
ご
賞

味
く
だ
さ
る
よ
う
お
声
か
け
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
一
票
が
№
１
ご
当
地
ど
ん

ぶ
り
を
決
定
し
ま
す
。

「
背
白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
」
と
は
…

　

志
布
志
湾
水
揚
げ
の
背
白
ち
り
め
ん

（
し
ら
す
）
を
釜
揚
げ
・
か
き
揚
げ
・
き

ん
ぴ
ら
に
し
て
、
特
製
だ
し
汁
を
か
け
て

食
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
の
模
様
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
を
配
信
中
で
す
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
志
布
志
ブ
ラ
ン
ド

　

http://w
w

w
.city.shibushi.lg.jp

予選突破を報告した黒潮隊の田浦さんと商工会の武田さん

　

10
月
28
日
か
ら
30
日
の
3
日
間
、
埼
玉

県
越
谷
市
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
越
谷
で

開
催
さ
れ
た
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
予

選
会
に
、
志
布
志
市
商
工
会
の
背
白
ち
り

め
ん
黒
潮
隊
に
よ
る
「
背
白
ち
り
め
ん
三

昧
丼
」
が
出
品
さ
れ
、
上
位
入
賞
で
予
選

を
突
破
し
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る

「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
２
０
１
２
」（
主
催
：

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
文
化
放
送
、
東
京

ド
ー
ム
、
来
場
予
定
者
数
：
40
万
人
）
へ

本
選
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
は
、
全

国
か
ら
集
結
し
た
ど
ん
ぶ
り
が
「
№
１
ご

当
地
ど
ん
ぶ
り
」
の
座
を
か
け
て
競
い
合

う
、
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
の
目
玉
企
画
で

す
。

　

鹿
児
島
県
か
ら
は
、
唯
一
鹿
児
島
県
商

店
街
グ
ル
メ
№
１
決
定
戦
で
グ
ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
し
た
「
背
白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
」

が
出
場
し
、
全
国
に
本
市
の
背
白
ち
り
め

ん
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

背白ちりめん三昧丼

“ ふるさと祭り東京 2012” 全国ご当地どんぶり選手権
（平成 24 年 1 月 7 日（土）～ 15 日（日）東京ドーム）

「背白ちりめん三昧丼」出場決定‼
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ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
は
、
ま
ち
お
こ
し

の
た
め
に
大
阪
府
高
槻
市
で
始
ま
っ
た
イ

ベ
ン
ト
で
、
街
中
に
設
け
ら
れ
た
複
数
の

会
場
で
行
わ
れ
る
演
奏
を
全
て
無
料
で
見

ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
同
様
の
イ
ベ

ン
ト
を
大
隅
の
地
で
開
催
し
、
地
域
を
音

楽
で
元
気
に
し
よ
う
と
民
間
有
志
で
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、「
鹿
児
島
大
隅
か

ら
日
本
を
盛
り
上
げ
よ
う
！
」
を
合
言
葉

に
今
回
の
開
催
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
志
布
志
市
内
に
は
、
運
動
公
園
を
メ
イ

ン
に
8
会
場
を
設
置
し
、
中
本
マ
リ
さ
ん

ら
日
本
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
を
始
め
、
県
内
外
か
ら
プ
ロ
・
ア
マ

が
終
結
し
、
卓
越
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
聴

衆
を
魅
了
す
る
、
す
ば
ら
し
い
舞
台
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ズ
だ
け
で

な
く
、
バ
ン
ド
や
民
謡
な
ど
地
元
団
体
の

舞
台
が
あ
っ
た
ほ
か
、
屋
台
村
で
は
「
背

白
ち
り
め
三
昧
丼
」
な
ど
地
元
特
産
品
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
ト
リ
を
飾
っ
た
日
野
皓
正
カ
ル
テ
ッ
ト

の
舞
台
の
後
、
晴
々
と
し
た
表
情
で
家
路

に
就
く
人
々
を
見
て
、
作
家
の
村
上
春
樹

さ
ん
が
、
あ
る
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
使
っ
て

い
た
「
滋
養
と
な
る
音
楽
」
と
い
う
言
葉

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
2
日
間
、
来
場
者
は
街
中
で
流
れ

る
ジ
ャ
ズ
を
身
体
全
体
で
感
じ
、
そ
こ
か

ら
滋
養
を
得
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
人
だ
け
で
な
く
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
地
域
へ
の
滋
養
と
な

り
、
目
的
ど
お
り
街
を
元
気
に
す
る
…
、

そ
う
期
待
さ
せ
ら
れ
た
2
日
間
で
し
た
。

えほん交換会を楽しむ！
　 ボ ラ ン テ ィ ア 養 成
講座では、「えほん交
換 会 を 楽 し む！」 と
題 し、11 月 ５ 日、 い
ち き 串 木 野 市 の 読 み
聞 か せ グ ル ー プ「 花
さ き 山 」 の 横 手 朋 子

さんを講師に迎え、絵本交換会の中に、絵本との
出会いを通し、絵本を大切にする心を学びました。
　その後、ブックカバーを使ったエコバック作り
に挑戦しました。講座生は、気に入ったブックカ
バーを手に取り、講師のわかりやすい指導により、
思い思いのエコバックが出来上がりました。講座
生 の 田 原 寿 美 子 さ ん
は、「 ブ ッ ク カ バ ー
が こ ん な 素 敵 な エ コ
バ ッ ク に 生 ま れ 変 わ
るなんて…。いろんな
人に教えて上げたい」
と話していました。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「ふゆのえほん」

今月のテーマ図書
「メリー・クリスマス」

■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

一 冊 の 本 と の 出 会 い が あ な た の 人 生 を 変 え る！

本　館　　12 月 18 日（日）・24 日（土）
　　　　　１月７日（土）・14 日（土）午後２時～

志布志分館　12 月 17 日（土）午前 10 時 30 分～
香月分館　　12 月 24 日（土）午前 10 時～

休館日カレンダー（本館）
December　12 月

日 月 火 水 木 金 土
12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

January　１月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

図 書 館

情

報
■�休館日（本館及び各分館・移動
図書館車の全てが休みになり
ます）

○ かみふうせん（お話し会）14 時〜
○本館お話し会（読み聞かせ会）14 時〜

○

○
○

○

○

新刊案内
■「ジャズと落語とワン公と」

赤井　三尋　 著
　早稲田大学の等々刀教授は
専門の言語学だけでなく、推理
力でも超人的。大正 11 年、来
日したアインシュタイン博士
愛用のバイオリンが盗まれた。
大胆不敵な犯行を成し遂げた
真犯人と、その意外な狙いと
は…。		

■「十八歳からの十年介護」
町　亞聖　著

　日本テレビの女子アナウン
サーという、一見華やかな表
舞台の裏には、一家を支えな
がらの 10 年に及ぶ母の介護生
活があった…。ばらばらだっ
た家族が、母の介護をきっか
けに再生。家族の絆を考えさ
せられる感動の物語。

○

毎月 23 日は「子どもといっしょに読書の日」

としょかんクリスマス読書会
★日　時　12 月 18 日（日）午後２時開演
★会　場　志布志市立図書館
★内　容　
　 人形劇・ブラックシアター・

大型絵本　他
★参加費　無　料
※ サンタさんからすてきなプレ

ゼントがあるよ！

相互貸借（そうごたいしゃく）のご案内
　「探している本が絶版で手に入らない」「昔読んだ本がも
う一度読みたいけれど市立図書館にない」という経験はあ
りませんか？一度図書館にご相談ください。

相互貸借とは？
　図書館同士が所蔵している資料を貸し借りすることです。
お使いの図書館にお探しの資料がない場合、鹿児島県内の
図書館からさがし、そこから借りて利用することができま
す（相手館の事情により借りられない場合もあります）。
図書館が持っていない本をお探しの場合は、所蔵館をお調
べしますので、カウンターでお気軽にご相談ください。 

Kagoshima　OHSUMI

ＪＡＺＺ Ｓｔｒｅｅｔ
鹿児島おおすみジャズストリート 2011　in 志布志in 鹿屋

11月 26 日～ 27日

街
中
に
溢
れ
た
「
滋
養
と
な
る
音
楽
」

松本　圭使 Group　
Featuring 井上銘→

（島津 CUREO　HALL） あまみ 紡
つむぎんちゅ

人
（アピアホール）

↓

←Ｔシャツやパンフレットの販
売など、たくさんのボランティ
アがイベントを支えました。

（パンフレットの収益は、東日本
大震災被災地への義援金となり
ます）

日野　皓正　→
（志布志運動公園）

←中本　マリ
　（若潮酒造）
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笑顔いっぱい アイディアあふれる夢いっぱい

田之浦小学校

特認校生大募集！
平成24年度

当校の教育目標
心豊かでたくましい体をもち、
自ら学ぶ「田之浦の子」を育成する

　特認校制度は、田之浦の自然の中、豊かな体験と少人数の行き届いた指導を受けさせ、
子どもの心と体をのびのびと育てたい方々のための制度です。

　豊かな田之浦の自然の中で、少人数指導によるきめ細かな学習指
導と豊かな体験活動を通し、感動・鍛錬・創造の生きる力を育む教
育活動を実践しています。また、神楽の里としての子ども神楽も体
験できます。
　さらに、田之浦校区が一体となって、学校の教育活動を温かく支
えてくださっています。
　田之浦小学校に登校し、豊かな個性と学力を伸ばしてみませんか？   

～体験活動により、
　豊かな心を育みます～

だご祭り 　県の無形民俗文化財のだご祭りに、
だご花を作って奉納しています。

子ども神楽
　田之浦山宮神社に伝わる神楽も
伝承しています。

平成 24年度からは「米作り」スタート
  食農教育に力点を置き、田植え・除草・稲刈り・脱穀・
餅つきを行います。
　梅ちぎり、椎茸作り、芋作りも体験‼

～少人数指導により、
　豊かな学力を育みます～
　少人数学級の特色を生かし、
個に応じた指導に努め、子ど
もの力を伸ばします。授業で
は、積極的に ICT を活用し、
分かる授業を展開します。
　また、漢字力や計算力・言
語力を伸ばす取組を行ってい
ます。

～外部講師・実地見学により、
　豊かな学びを育みます～
　外部人材の積極的な活用を図ったり、社会・図工・生活
科などの学習では実地見学を実施したりして、学びの質を
高めています。

特　認　校　生　募　集　要　項
１　募集学年
　　新１年生～６年生
２　募集時期
　　平成 24年 2月 29 日（水）まで募集しています。
　　２月８日 ( 水 ) に「一日体験入学」を予定しています。
　　当校に関心のある方は、ぜひ　御参加ください。
３　応募の方法
　　田之浦小学校に問い合わせれば、資料及び必要な書類
　　を送付します。申し込み手続きは、市教育委員会にお
　　問い合わせください。

４　通学について
　　市教育委員会から指定されます。
５　学校参観
　　事前に連絡をいただければ、いつでも参観できます。
６　問い合わせ先
　　志布志市立田之浦小学校（℡479-1618）
７　その他
　　田之浦小をもっと詳しく知りたい方はホームページを
　　ご覧ください。
　　http://www12.synapse.ne.jp/k-tanoura
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志布志市の台所事情を公開します特集

平成 22 年度歳出決算額　　２０７億２，７５８万６千円
総務費

42 億 2,881
万 6 千円

（20.4%）

民生費
58 億 7,590 万 3 千円

（28.3%）

衛
生
費

農林水産業費
15 億 8,615 万

2 千円
（7.7%）

土木費
17 億 8,444 万 3

千円
（8.6%）

消
防
費

教育費
18億9,039万1千

円
（9.1%）

公債費
24 億 2,311 万円

（11.7%）

平成 21 年度歳出決算額　　１９７億１，９８３万６千円
総務費

29 億 915 万 2 千
円

（14.8%）

民生費
52 億 3,338 万 6 千円

（26.5%）

衛
生
費

農林水産業費
26 億 8,506 万円

（13.6%）

土木費
20 億 3,353 万 1

千円
（10.3%）

消
防
費

教育費
17億7,247万

8千円
（9.0%）

公債費
25 億 1,409 万

1 千円
（12.8%）

性 質 別 経 費 内　　　容　　　　

義
務
的
経
費

人件費（１５．５％）
３２億２，２７１万９千円

市議会議員の報酬並びに市長など特別職及び職員の給与に要した経費です。

公債費（１１．７％）
２４億２，３１１万円

借入れしている市債の返済に要した経費です。

扶助費（１７．１％）
３５億３，４１２万５千円

生活保護、児童福祉及び老人福祉等に要した経費です。

投
資
的
経
費

普通建設事業費（２１．３％）
４４億１，３５２万３千円

建物の建設及び道路工事等に要した経費です。

災害復旧費（０．６％）
１億２，９４６万６千円

災害が発生したときに、その復旧作業に要した経費です。

そ

の

他

物件費（８．６％）
１７億８，１００万５千円

旅費、賃金、備品購入費、委託料等事務的な経費です。

補助費等（１１．５％）
２３億９，１８０万３千円

一部事務組合や各種団体への負担金や補助金等に要した経費です。

維持補修費（０．４％）
８，６０２万円

施設の維持補修等に要した経費です。

積立金（５．３％）
１０億９，９２４万３千円

各種基金への積立金です。

その他（８．０％）
１６億４，６５７万２千円

特別会計（国民健康保険、老人保健、後期高齢者医療、介護保険、下水道
管理及び公共下水道事業等）へ支出した経費等です。

　　歳入決算　２１３億 ３，５６３ 万 ３ 千円
　　歳出決算　２０７億 ２，７５８ 万 ６ 千円
平成 22 年度の決算状況と平成 23 年度上半期の財政状況が公表されました。
先に公表された財政状況の中から、平成 22 年度の決算状況について主なものをご紹介します。

平成 22 年度歳入決算額　　２１３億３，５６３万３千円
自主財源（２３．８％） 依 存 財 源 （ ７ ６ ．２ ％ ）

市税
32億3,334万3千円

（15.2％）

地方交付税
78 億 4,539 万 4 千円

（36.8%）

国庫支出金
  37 億
   7,506 万 6 千円

（17.7%）

市債
　24 億
 　3,720 万円
（11.4%）

平成 21 年度歳入決算額　　２０１億６，８７４万５千円
自主財源（２７．３％） 依 存 財 源 （ 7 2 . 7 ％ ）

市税
32 億 2,792 万円

（16.0％）

地方交付税
72 億 4,788 万 1 千円

（35.9%）

国庫支出金
 28 億
 3,168 万 5 千円

（14.0%）

市債
   27 億

1,420 万円
（13.5%）

　歳出決算の内訳は次のグラフのとおりです。歳出総額では前年度に比べて
10 億 775 万円の増となりました。
　特別会計等の決算状況は次のページでご紹介します。

平
成
22
年
度

歳出決算の内訳

議会費
1億8,460万6千円

（0.9%）

衛生費
11億3,731万2千円

（5.5%）

商工費
9億1,108万9千円

（4.4%）

消防費
5億7,629万8千円

（2.8%）

災害復旧費
1億2,946万6千円

（0.6%）

議会費
2億3,494万5千円

（1.2%）

衛生費
11億5,939万4千円

（5.9%）

商工費
6億3,476万6千円

（3.2%）

消防費
5億1,617万6千円

（2.6%）

災害復旧費
2,685万7千円

（0.1%）

繰越金 ４億 4,890 万 9 千円 2.1%
財産収入 7,309 万 8 千円 0.3%
使用料及び手数料 1 億 5,666 万円 0.7%
寄付金 1,272 万 6 千円 0.1%
諸収入 7 億 7,174 万 1 千円 3.6%
分担金及び負担金 2 億 2,710 万 6 千円 1.1%
繰入金 1 億 5,008 万 6 千円 0.7%

県支出金 14 億 9,394 万 8 千円 7.0%
地方譲与税 3 億 598 万 1 千円 1.4%
地方消費税交付金 2 億 9,344 万 2 千円 1.4%
その他 1 億 1,093 万 3 千円 0.5%

（単位 : 千円）
市税の内訳 平成 22 年度 平成 21 年度 前年度比
個人市民税 895,980 934,780 △４．２％
法人市民税 271,029 266,771 １．６％
固定資産税 1,651,475 1,632,712 １．１％

交付金及び
納付金 38,891 39,804 △２．３％

軽自動車税 97,299 95,232 ２．２％
市たばこ税 278,669 258,621 ７．８％

計 3,233,343 3,227,920 ０．２％

	　歳入決算の内訳は次のグラフのとおりです。歳入総額では前年度に比べて
１１億６，６８８万８千円、５．８％の増となりました。
　 歳 入 の う ち、 自 主 財 源 は、 繰 入 金 の な 減 に 伴 い、 前 年 度 と 比 べ て
４億１，５８４万６千円、７．６％の減となりました。
　また、依存財源は、国の緊急経済対策事業による国庫支出金の増額等により、前年度
と比べて１５億８，２７３万４千円、１０．８％の増となりました。

歳入決算の内訳

（単位 : 千円）
その他の内訳 平成 22 年度 平成 21 年度 前年度比

自動車取得税交付金 37,665 43,143 △１２．７％
交通安全対策特別交付金 7,487 7,583 △１. ３％

利子割交付金 8,988 8,559 ５．０％
地方特例交付金 53,406 44,742 １９．４％

配当割交付金 1,196 1,355 △１１．７％
株式等譲渡所得割交付金 1,292 517 １４９．９％
ゴルフ場利用税交付金 899 866 ３．８％

計 110,933 106,765 ３．９％

地方自治法第 243 条の 3 第 1 項及び志布志市財政状況の公表に関する
条例第 2 条第 1 項の規定に基づき、志布志市の財政状況を公表します。

繰越金 9 億 2,627 万 8 千円 4.6%
財産収入 4,041 万 9 千円 0.2%
使用料及び手数料 １億 6,157 万１千円 0.8%
寄付金 1,290 万 8 千円 0.1%
諸収入 4 億 9,427 万 7 千円 2.5%
分担金及び負担金 2 億 1,613 万 4 千円 1.1%
繰入金 4 億 1,000 万 8 千円 2.0%

県支出金 11 億 8,124 万 7 千円 5.9%
地方譲与税 3 億 350 万 4 千円 1.5%
地方消費税交付金 2 億 9,394 万 8 千円 1.5%
その他 1 億 676 万 5 千円 0.4%
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商工費
○決算額　 ９億１，１０８万９千円
　商工業の振興及び中小企業・観光振興のため
の事業に要した経費です。前年度と比較して
２億７，６３２万３千円の増となっています。
■主な事業
プレミアム商品券発行事業・総合観光案内事業・特産
品販売促進事業・志布志みなとまつり運営事業・さん
ふらわあ志布志航路利用促進事業・志布志湾振興協議
会活動事業・オラレ志布志事業

土木費
○決算額　 １７億８，４４４万３千円
　道路、橋、河川及び公園等の整備のために要した経
費です。前年度と比較して２億４，９０８万８千円の
減となっています。
■主な事業
市道維持補修事業・集落道等整備事業・危険廃屋解体
撤去事業・砂防事業・社会資本整備総合交付金事業

消防費
○決算額　５億７，６２９万８千円
　火災及び風水害等の災害から市民の生命と財産を
守るための事業に要した経費です。前年度と比較し
て６，０１２万２千円の増となっています。
■主な事業
志布志消防署建設事業・消防防災施設整備事業・大隅曽
於地区消防組合負担金

教育費
○決算額　１８億９，０３９万１千円
　学校教育の充実や生涯学習、芸術、文化及びスポー
ツ等の振興のために要した経費です。前年度と比較し
て１億１，７９１万３千円の増となっています。
■主な事業
文化会館リニューアル事業・小学校耐震改修事業・教育コ
ンピューター導入事業・志布志城跡史跡公有化事業・生涯
学習推進委員会補助事業・学校情報通信技術環境整備事業

公債費
○決算額　 ２４億２，３１１万円
　市債の元利返済に要した経費です。
　市債の平成２２年度末の現在高は２４２億１，１５２万
１千円となりました。

議会費
○決算額　 １億８，４６０万６千円
　議会の運営に要した経費です。前年度と比較して
５，０３３万９千円の減となっています。

総務費
○決算額　 ４２億２，８８１万６千円
　庁舎・財産管理、選挙、戸籍及び職員管理等市政全
般の管理的な事務事業に要した経費です。前年度と比
較して１３億１，９６６万４千円の増となっています。
■主な事業
地域情報通信基盤整備推進事業・交通安全施設設置事
業・参議院議員及び県議会議員選挙

民生費
○決算額　 ５８億７，５９０万３千円
　子育て支援やお年寄り・障害者など福祉関係全
般の事業に要した経費です。前年度と比較して
６億４，２５１万７千円の増となっています。
■主な事業
自立支援給付費支給事業・子ども手当支給事業・在宅
ねたきり老人等介護手当支給事業・生活保護扶助費

衛生費
○決算額　 １１億３，７３１万２千円
　保健衛生や環境等健康で衛生的な生活環境を送
るための事業に要した経費です。前年度と比較し
て２，２０８万２千円の減となっています。
■主な事業
衛生自治会運営事業・合併処理浄化槽設置事業・塵芥収
集運搬処理事業・元気はつらつ志民健康づくり事業・各
種予防接種事業

農林水産業費
○決算額　 １５億８，６１５万２千円
　農林水産物の生産振興のための事業に要した経費で
す。前年度と比較して１０億９，８９０万８千円の減
となっています。
■主な事業
緊急間伐対策事業・大隅中央区域農用地総合整備事業
負担金・県営畑地帯総合整備事業（曽於東部及び曽於
南部地区）・治山事業・夏井漁港整備事業・アグリコミュ
ニティシステム構築事業・口蹄疫子牛緊急支援事業

志布志市の台所事情を公開します特集
平成 22 年度はどのようにお金を使ったのでしょうか。ここでは目
的別に前年度と比較しながら紹介します。

■歳入歳出予算執行状況■　　　　　　　　　　 （単位 : 千円    %）
区　分 予 算 現 額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

一 般 会 計 23,017,243 11,240,562 48.8 10,766,414 46.8

特
別
会
計

国民健康保険 4,596,401 2,143,659 46.6 1,943,242 42.3
後期高齢者医療 325,504 90,568 27.8 80,462 24.7
介 護 保 険 3,402,866 1,553,030 45.6 1,437,928 42.3
下 水 道 管 理 319,919 155,628 48.7 139,065 43.5
公共下水道事業 2,784 2,839 102.0 1,264 45.4
国 民 宿 舎 113,648 65,828 57.9 53,590 47.2

　 合 　 計 　 31,778,365 15,252,114 48.0 14,421,965 45.4

■水道事業会計執行状況■　　　　（単位 : 千円    %）
区　分 予 算 現 額 執 行 済 額 執行率

収
益
的

収 益 564,196 295,444 52.4
支 出 534,433 141,583 26.5
小 計 1,098,629 437,027 39.8

資
本
的

収 益 111,492 0 0.0
支 出 426,450 78,559 18.4
小 計 537,942 78,559 14.6

　 合 　 計 　 1,636,571 515,586 31.5

平成 23 年度上半期の執行状況を公表します
平成 23 年 9 月 30 日現在（前年度からの繰越事業を含む）の執行状況をお知らせします。

■一般会計内訳■　　　　　（単位 : 千円   %）
区　分 予 算 現 額 収入済額 収入率

歳

入

市 税 3,104,676 2,100,338 67.7
地方交付税 7,499,211 5,344,762 71.3
国庫支出金 5,492,021 2,445,857 44.5
県 支 出 金 1,585,055 147,345 9.3
繰 入 金 397,365 0 0.0
諸 収 入 568,849 77,692 13.7
市 債 2,636,600 0 0.0
そ の 他 1,733,466 1,124,568 64.9

　 合　 計　 23,017,243 11,240,562 48.8

区　分 予 算 現 額 支出済額 支出率

歳

出

総 務 費 5,397,323 3,975,873 73.7
民 生 費 6,149,526 2,574,094 41.9
農林水産業費 1,811,870 472,821 26.1
土 木 費 1,950,413 523,465 26.8
教 育 費 1,830,212 813,066 44.4
災害復旧費 28,901 4,501 15.6
公 債 費 2,448,936 1,227,501 50.1
そ の 他 3,400,062 1,175,093 34.6

　 合　 計　 23,017,243 10,766,414 46.8

■市債の状況■　　　　（単位 : 千円 ,%）
区　分 借 入 残 高 構 成 比

総 務 債 613,540 2.5
民 生 債 298,729 1.2
衛 生 債 361,600 1.5
農林水産業債 4,218,909 17.4
商 工 債 93,838 0.4
土 木 債 9,808,714 40.5
消 防 債 260,249 1.1
教 育 債 2,298,799 9.5
災 害 復 旧 債 203,656 0.9
そ の 他 6,053,487 25.0
合 　 計 24,211,521 100.0

■市有財産の現在高■
区　分 数 量 及 び 現 在 高

土 地 12,064,018.18㎡
建 物 212,761.62㎡
山 林 192,102.64㎥
有 価 証 券 255,460 千円
出資による権利 116,928 千円
債 権 868,083 千円
物 品 車両等 197 台
基 金 4,056,341 千円

■特別会計決算額■　　　　　　　　（単位 : 千円）
区　分 収入済額 支出済額 差引残額

国民健康保険 4,785,993 4,482,627 303,366
老 人 保 健 1,333 1,333 0
後期高齢者医療 328,388 325,885 2,503
介 護 保 険 3,439,611 3,320,540 119,071
下 水 道 管 理 306,667 300,942 5,725
公共下水道事業 2,845 2,531 314
国 民 宿 舎 110,265 109,441 824
　 合　　 計　 8,975,102 8,543,299 431,803

■水道事業会計決算額■　　　　　　　　　（単位 : 千円）
区　分 収 入 済 額 支 出 済 額 差引残額

収
益
的

営 業 収 支 553,347 454,989 98,358
営 業 外 収 支 3,427 46,780 △ 43,353
附 帯 事 業 収 支 4,775 131 4,644
そ の 他 0 0 0
　 小 計 　 561,549 501,900 59,649

資
本
的

補助金・工事費 44,588 265,000 △ 220,412
工事負担金・公債費 36,226 106,412 △ 70,186
固 定 資 産 売 却
益・ 予 備 費 0 0 0

　 小 　 計 　 80,814 371,412 △ 290,598
　 合 　 計 　 642,363 873,312 △ 230,949

※ 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 290,598
千円は、過年度分損益勘定留保資金 55,405 千円、当年
度分損益勘定留保資金 221,041 千円、固定負債 3,827
千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額 10,325 千円で補てんしました。

平成 22 年度決算状況
平成 22 年度の市債、財産状況及び特別会計、水道事業会計の決算状況は以下のとおりです。

◆問い合わせ先　本庁財務課財政係　℡ 474-1111（内線 246・247）
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志 布 志 市 健 全 化 判 断 比 率 等 を 公 表 し ま す
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第22条第１項の規定に基づき、
志布志市の健全化判断比率及び資金不足比率を公表します。
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（以下、「財政健全化法」という。）が平成 19 年６月に公布され、
この法律により、地方公共団体は毎年度決算に基づき健全化判断比率（「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実
質公債費比率」「将来負担比率」）の４指標と公営企業ごとの「資金不足比率」を算定し、監査委員の審査を受けた
うえで議会に報告し、公表することとなりました。このことから今回、志布志市の健全化判断比率及び資金不足比
率の算定結果について公表します。

『
財
政
健
全
化
法
』っ
て
何
だ
ろ
う
？

　

財
政
健
全
化
法
と
は
、
北
海
道
夕
張

市
の
よ
う
な
地
方
公
共
団
体
の
財
政
破

た
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
国
が
「
早

期
健
全
化
段
階
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」、

「
財
政
再
生
段
階
（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）」

の
２
段
階
で
地
方
公
共
団
体
の
財
政
悪

化
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財

政
状
況
の
改
善
を
早
期
に
促
す
た
め
の

法
律
で
す
。

『
財
政
破
た
ん
』
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　

赤
字
額
が
標
準
的
な
財
政
規
模
の
一

定
割
合
を
超
え
た
状
態
を
言
い
ま
す
。

　

破
た
ん
す
る
と
、
国
の
関
与
の
も
と

再
建
す
る
こ
と
と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
や
市
税
や
公
共
料
金
な
ど
の

引
き
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
健
全
度
を
判
断
す
る
の
？

　

財
政
健
全
化
法
に
よ
り
、
普
通
会
計

と
公
営
事
業
会
計
や
第
三
セ
ク
タ
ー
等

を
含
め
た
市
の
財
政
運
営
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
す
べ
て
の
会
計
を

対
象
に
「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連
結
実

質
赤
字
比
率
」、「
実
質
公
債
費
比
率
」

及
び
「
将
来
負
担
比
率
」
の
４
指
標
と

公
営
企
業
会
計
ご
と
の
「
資
金
不
足
比

率
」
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
よ

り
判
断
し
ま
す
。

基
準
を
超
え
る
と
ど
う
な
る
の
？

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

　

自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の

健
全
化
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
財

政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
外
部
監
査

の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

財
政
再
生
基
準
を
超
え
た
場
合

　

財
政
再
生
団
体
と
な
り
、
国
の
管
理

の
も
と
財
政
の
再
生
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
国
の
同
意
が
な
い
と
借
金
が
で
き

な
く
な
る
等
色
々
な
制
約
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。

　

早
期
健
全
化
と
同
様
に
財
政
再
生
計

画
を
策
定
し
、
外
部
監
査
の
実
施
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。

経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

　

公
営
企
業
ご
と
に
経
営
健
全
化
計
画

を
策
定
し
、
自
主
的
か
つ
計
画
的
に
経

営
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　　

各
計
画
策
定
後
は
、
議
会
の
議
決
を

経
て
公
表
し
、
県
知
事
へ
報
告
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
作
っ
た
あ
と
は

ど
う
す
る
の
？

　

計
画
の
実
施
状
況
は
毎
年
公
表
さ
れ
ま

す
。
取
り
組
み
が
不
十
分
な
場
合
は
、
国
ま

た
は
県
が
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
必
要
な

勧
告
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
地
方
公
共

団
体
に
対
し
予
算
や
計
画
の
変
更
な
ど
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
し
、
よ
り
強
く
財

政
運
営
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健全段階

指標の整備と情報開示の徹底

早期健全化段階

自主的な改善努力による財政

健全化

財政再生段階

国等の関与による確実な再生

・指標の整備

→監査委員の審査を受け議会

に報告し、公表

・財政健全化計画の策定（議会

　の議決）

・実施状況を議会に報告し、公表

・外部監査の実施

・財政再生計画の策定
  （議会の議決）

・ 実施状況を議会に報告し、公
表

・地方債（借金）の制限
・外部監査の実施
・財政運営が計画に適合しない
　と認められる場合等において
　は、予算の変更等を勧告

健全経営　　　　　　　　　　　　　　　　　　経営悪化

公営企業の経営の健全化

　健全化判断比率及び資金不足比率の対象となった会計は下表のとお
りです。志布志市の平成 22 年度決算に基づく健全化判断比率及び資金
不足比率は、早期健全化基準及び経営健全化基準をすべて下回ってい
ます。
　実質公債費比率が減少した要因は、繰上償還などにより公債費が減
少したこと及び標準財政規模（普通交付税額や臨時財政対策債発行可
能額）が増加したためです。
　将来負担比率が減少した要因は、公営企業債等繰入見込額や退職手
当負担見込額が減少したことなどにより、将来負担額が 26,990 千円
減少したうえ、基金を積み立てたことなどにより、充当可能財源額が
900,043 千円増加したためです。
　なお、早期健全化基準及び経営健全化基準を下回っているものの志
布志市の財政状況が厳しいことに変わりはなく、これからも行財政改
革を推進し、健全な財政運営を図っていく必要があります。

一般会計等

志布志市においては
一般会計のみ

公営事業会計
①国民健康保険特別会計
②介護保険特別会計
③後期高齢者医療特別会計
④老人保健特別会計

公営企業会計
①水道事業会計
②下水道管理特別会計
③公共下水道事業特別会計
④国民宿舎特別会計

一部事務組合・広域連合
①大隅曽於地区消防組合
②曽於南部厚生事務組合
③曽於北部衛生処理組合
④鹿児島県市町村総合事務組合
⑤鹿児島県後期高齢者医療	
　広域連合
⑥曽於地区介護保険組合
⑦	曽於地域公設地方卸売市
場管理組合

地方公社・第三セクター等
①志布志市土地開発公社
②曽於東部土地改良区
③曽於南部土地改良区
平成 22 年度　志布志市 - - 9.8 84.3 -

早期健全化基準（イエローカード）
※資金不足比率については、経営

健全化基準
13.08 18.08 25.0 350.0 20.0

財政再生基準（レッドカード） 20.00 35.00 35.0
平成 21 年度　志布志市 - - 10.3 99.5 -

※参考資料（総務省公表暫定値）
県内 19 市の平均値 - - 12.7 73.8 -
県内市町村の平均値 - - 13.0 69.1 -
全国市町村の平均値 - - 10.5 79.7 -

（注）：	第三セクター等については、出資比率に関わらず志布志市が
第三セクター等の債務に損失補償を付している団体を掲載し
ています。

実質赤字比率
※志布志市の実質赤字額はありません
　１年の間に入ってきた金額（歳入）より使っ
た金額（歳出）が多い場合、その余計に使った
額が赤字となる。
　一般会計のみの赤字の有無を指標化し、財政
運営の悪化の度合いを示すものです。これらの
比率が高いほど、財政運営が深刻な状況となり
ます。
　志布志市は一般会計において実質収支は黒字
であり、実質赤字は生じておらず、実質赤字比
率はありません。

連結実質赤字比率
※志布志市の連結実質赤字額はありません
　市のすべての会計を連結して市全体としての
赤字の有無を指標化し、市全体における収支が
健全かどうか把握しようとするものです。
　志布志市は、全ての会計において実質収支は
黒字であり、実質赤字は生じておらず、連結実
質赤字比率はありません。

実質公債費比率　９．８％
　その年度の歳出に占める公債費（借金）や公
債費に準ずるものの割合を指標化し、資金繰り
の程度を示すものです。
　この数値が前年度より高くなると、その分、
他の歳出を削らなければ支払えないということ
になります。
　よって、財政の弾力性が低下し、他の経費節
減をしないと収支が悪化し、赤字団体になる可
能性が高まります。

将来負担比率　８４．３％
　一般会計における公債費（借金）や損失補償
を行っている第三セクター等に係るものを含め、
市が将来的に支払っていく可能性のある実質的
な負債額の割合を示す指標です。
　この比率が高い場合、市の財政規模に比べて
将来負担が大きいということになり、将来財政
運営を圧迫する可能性があります。

資金不足比率
※志布志市の資金不足額はありません
　公営企業の資金不足（赤字）を料金収入と比
較して指標化し、経営状況の悪化の度合いを示
すものです。
　公営企業ごとに算定し、経営状況を判断しま
す。
　公営企業会計に資金不足（赤字）があり経営
状況が悪化すれば、市としてその赤字に対処し
なければならず、市の負担も増大することにな
り、財政運営に大きな影響を与えることとなり
ます。
　この比率が高くなるほど、料金収入等により
赤字を解消することが難しくなるので、経営状
況に問題があることとなります。

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将

来

負

担

比

率

資
金
不
足
比
率

健全財政　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財政悪化
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地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

■問い合わせ先　
　本庁市民環境課環境政策室	 ℡ 474-1111（内線 131 ～ 134）
　松山支所市民課	 ℡ 487-2111（内線 224）
　志布志支所市民課	 ℡ 472-1111（内線 224・225）

　今冬、九州電力管内では電力不足が懸念されます。需給ひっ迫による電力不足をさけるため、ピーク期間・時間
帯に節電の取り組みをお願いします。生活や生産活動等に実質的な影響が生じない範囲で（具体的には照明・空調
機器の節電など）、自主的な節電のご協力をお願いします。
　趣旨をご理解いただき、また、地球温暖化防止の取り組みの一環として、生活様式の見直しを含めた節電の取り
組みにご協力をお願いします。
◆節電期間
　12/26（月）～ 2/3（金）の平日（12/29 ～ 1/4 を除く） 8:00 ～ 21:00

1 2 / 1

平日 8 :00 ～ 21 : 00
数 値 目 標 な し の 節 電

1 2 / 2 6 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 / 3

平日 8 :00 ～ 21 : 00（ 年 末 年 始 1 2 / 2 9 ～ 1 / 4 を 除 く ）
目 標 ： ５ ％ 以 上 の 節 電

3/ 3 0

平日 8 :00 ～ 21 : 00
数 値 目 標 な し の 節 電

家 庭 の 節 電 対 策 メ ニ ュ ー 削減率
エアコン 重ね着などをして、室温 20℃を心がけましょう。

窓には厚手のカーテンを掛けましょう。
７％

照　明 不要な照明をできるだけ消しましょう。 ４％
テレビ 画面の輝度を下げましょう。

必要な時以外は消しましょう。 ２％

冷蔵庫
冬の間、冷蔵庫の設定を「弱」に変えましょう。
扉を開ける時間をできるだけ減らしましょう。
食品をつめこまないようにしましょう。 

１％

ジャー炊飯器 早朝にタイマー機能で 1 日分をまとめて炊きましょう。
保温機能は使用せずに、よく冷ましてから冷蔵庫に保存しましょう。 １％

温水洗浄便座 便座保温・温水の設定温度を下げましょう。
不使用時はふたを閉めましょう。 １％

待機電力 リモコンではなく、本体の主電源を切りましょう。
使わない機器はプラグを抜いておきましょう。 １％

12
月
は
大
気
汚
染
防
止
月
間
で
す

　

例
年
、
12
月
は
自
動
車
交
通
量
の
増
加
、
ビ
ル
や
家
庭
の
暖
房
の
他
、
気
象
条
件

の
影
響
等
に
よ
り
、
大
気
汚
染
物
質
濃
度
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
環
境
省

で
は
、
毎
年
12
月
を
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
と
し
て
、
き
れ
い
な
空
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

～
大
気
汚
染
物
質
を
減
ら
す
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
～

①
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
で
き
る
限
り
控
え
ま
し
ょ
う
。（
公
共
交
通
機
関
の
使
用
。）

②
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。（
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
控
え
る
。）

③
暖
房
を
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。（
部
屋
の
設
定
温
度
を
１
℃
下
げ
る
。）

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

◆
生
ご
み
・
一
般
ご
み 

　

年
末
は
、
12
月
30
日
（
金
）
ま
で
収
集
し
ま
す
。

　

年
始
は
、
１
月
３
日
（
火
）
か
ら
収
集
し
ま
す
。

※
松
山
有
機
工
場
は
12
月
31
日
（
土
）
～
１
月
２
日
（
月
）
休
業

※
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
12
月
29
日
（
木
）
～
１
月
３
日
（
火
）
休
業

◆
粗
大
ご
み

　

12
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
収
集
依
頼
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
年
内
に
収
集

し
ま
す
。

※ 

電
話
申
し
込
み
の
際
に
は
、
粗
大
ご
み
の
種
類
・
数
（
量
）
を
正
確
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
円
滑
に
収
集
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
資
源
ご
み

　

年
末
は
、12
月
30
日
（
金
）
ま
で
収
集
し
ま
す
。

　

年
始
は
、１
月
３
日
（
火
）
か
ら
収
集
し
ま
す
。 

※ 

１
月
の
ア
ピ
ア
前
公
営
駐
車
場
の
資
源
ご
み

収
集
は
、
１
月
７
日
（
土
）、
１
月
21
日
（
土
）

の
午
前
７
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
で
す
。

（ 

通
常
ど
お
り
第
１
・
３
土
曜
日
に
集
合
回
収
を
実

施
し
ま
す
）

農政課畑かん推進係からのお願い
畑かん事業期間のお知らせ
　畑かん事業受益者の皆様には、畑かん事業へのご理解とご協力を賜り感謝申し上げます。
　本市の畑かん事業は、曽於南部地区が 24 年度（伊崎田及び野井倉、蓬原の一部は 25 年度）
で終了する予定となっています。

散水器具設置の申し込みはお早目に‼
　この県営事業実施期間中であれば、散水器具設置に対し
て約８割の補助（自己負担額は設置費用の 20.25％です。）
が受けられますが、県営事業完了後は全額自己負担での設
置となります。
　散水器具の設置は、設計にある程度の期間が必要なこと
と、必要な予算を確保しなければならないため、申し込み
を受けて半年から１年程後に設置されます。。このような
ことから、県営補助事業による散水器具設置申し込みについては、県営事業終了年度の１年前までに申し
込まないと補助が受けられません。
　散水器具設置の申込期限は、
曽於南部地区　24 年３月末まで（※伊崎田及び野井倉、蓬原の一部は 25 年３月末まで）
となっていますので、ご希望される場合はお早めにお申し込みください。
　※曽於東部地区につきましては、平成 23 年３月で受付を終了しました。

畑かん水利用料金について
　畑かん水の１年間の 10 アール当たりの水利用料金は次の表のとおりです。
※水利用料金は、ハンドルを手渡した月の翌月から発生し、１年目は月割り計算になります。
　 例：ハウスで７月にハンドルをもらった場合は、
　　　　6,000 円 × 8 月／ 12 月 ＝ 4,000 円 となります。

畑かん事業に関する問い合わせ先
・本庁農政課畑かん推進係　℡ 474 － 1111（内線 431） ・志布志支所産業振興室　　℡ 472 － 1111（内線 412）
・松山支所産業振興室　　　℡ 487 － 2111（内線 232） ・県畑かんセンター　　　　℡ 482 － 2547
・曽於東部土地改良区　　　℡ 487 － 2986  ・曽於南部土地改良区　　　℡ 471 － 0171

 

ダム

ＦＰ

ファームポンド

幹線水路 支線水路
給水栓

農家負担はありません

散水器具

スプリンクラー
等設置には農家
負担があります

事業費の約
２割を負担

普通畑 3,600 円
ハウス 6,000 円
茶 12,000 円

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

「
本
物
」
は
ス
ゴ
い
！

　

11
月
26
日
か
ら
27
日
に
か
け

て
、「
鹿
児
島
お
お
す
み
ジ
ャ
ズ

ス
ト
リ
ー
ト
」
が
志
布
志
市
と
鹿

屋
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ

ズ
ス
ト
リ
ー
ト
の
発
祥
は
大
阪
府

高
槻
市
で
、「
ど
こ
で
も
生
演
奏

が
聴
け
る
音
楽
あ
ふ
れ
る
楽
し
い

街
に
し
た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら

始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
内
で
は
、
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
を
メ
イ
ン
に
設
け
ら

れ
た
8
か
所
の
会
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
日
野
皓
正
さ
ん
を
は
じ

め
、
全
国
か
ら
駆
け
付
け
た
ジ
ャ

ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
奏
が
大

変
す
ば
ら
し
く
、「
本
物
は
ス
ゴ

い
！
」
と
、
プ
ロ
の
実
力
を
肌
で

感
じ
、
感
動
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
す
ば
ら
し

い
と
こ
ろ
は
、
単
独
で
も
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
ほ
ど
の

実
力
を
持
つ
方
々
を
呼
び
寄
せ
一

堂
に
会
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

れ
を
民
間
主
導
、
行
政
サ
ポ
ー
ト

で
成
し
遂
げ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
回
で
あ
り
、
改
善
点
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
根
付
い
て
い
け
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
育
て

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
市
商
工
会
の
黒
潮
ち
り

め
ん
隊
の
皆
さ
ん
が
開
発
し
、
今

年
２
月
の
Ｓ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
で

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
、「
本
物
」

の
お
墨
付
き
を
い
た
だ
い
た
「
背

白
ち
り
め
ん
三
昧
丼
」
が
、
全
国

へ
挑
戦
し
ま
す
。
10
月
に
埼
玉
県

越
谷
市
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
ご

当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
大
会
」
の

予
選
を
通
過
し
、
来
年
1
月
7
日

か
ら
15
日
に
東
京
ド
ー
ム
で
開
催

さ
れ
る
本
戦
へ
の
出
場
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

全
国
で
も
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
在
京
・
在
関
東
の

友
人
、
知
人
、
親
戚
が
い
る
市
民

の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
会
場
で
背
白

ち
り
め
ん
三
昧
丼
を
食
べ
て
投
票

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
呼
び
か
け

を
お
願
い
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の
呼
び
か

け
が
大
き
な
支
え
と
な
り
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
な
る
た
め
の
大
き
な

勢
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
支
援
を
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
も
残
り
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。
本
格
的
な
寒
さ

が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

く
れ
ぐ
れ
も
お
体
を
大
事
に
、
健

や
か
な
正
月
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ

う
、
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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冬の節電へのご協力のお願い



行政告知放送端末のよくあるお問い合わせ 
 行政告知放送端末を各ご家庭に配備する事業が完了して数ヶ月が経過しました。この間、多く寄せ

られたお問い合わせをまとめてみましたので、保存版としてもご活用ください。 

 

質 問 内 容 回  答 

告知端末が聞こえない！ 

電源のコンセントが抜けていませんか？ 

「消音」の状態になっていませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

ここがオレンジ色に点灯していると、消音の状態である事を意味し

ます。音量の「大」ボタンを押して、お好みの大きさに調整してく

ださい。 

それでも聞こえない場合、電池を外したうえで、コンセントより電

源コードを抜き、再度、電池と電源コードを入れ直す「リセット」

を試してみてください。 

電源の緑色のランプが 

ゆっくりと点滅している。 

壊れていないか？ 

内部に取り付ける乾電池が切れている、または入っていないことが

原因です。新しい電池を入れていただくことで、点滅は止まります。

なお、この点滅の状態でも、通常時は問題なく動作しますので、ご

安心ください。 

告知端末は停電時など乾電池で動くように作られています。もしも

に備えて、このランプの点滅時、または一年に一度は、新しい電池

を入れていただくようおすすめしています。 

電池の交換手順が 

わからない。 

 

 

 

 

 

 

 

ラジオ放送で雑音が 

入るのですが。 

告知端末から流れているラジオ放送は、一部を除いて志布志市情報

センター（アピア前）でアンテナ受信した放送を流しているため、

同センター周辺の環境、気象状況などによって雑音が入ることがあ

ります。技術的な面からも、できる限り雑音が入らないよう日々調

整しておりますので、どうかご了承ください。 

告知端末の上部のフタを

外して、新しい電池（単

３のものを４本）と入れ

替えてください。 

質 問 内 容 回  答 

お知らせランプ（オレンジ色）

がついたままになっている。 

 

告知端末では、自治会放送や市からの緊急の放送などが流れると自

動的に録音する機能があり、放送があった事を知らせるためにラン

プが点灯するものです。中ほどの「再生」ボタンを押すと、録音さ

れた放送が流れて、聞き終わりますとランプは消えます。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、録音は５件まで保存され、５件録音された状態で新しい放送

が流れると、一番古いものが自動的に消されていく仕組みです。ち

なみに、この録音放送は、「再生」ボタンを３秒以上長押ししていた

だくことですべて消去できます。 

行政放送等が止まることなく

流れるため、電源のコードを

抜いているのですが。 

チャンネルが「１」になっていませんか？このチャンネルでは、行

政放送が繰り返し流れています。 

告知端末左下の「選局」ボタンを押すと、チャンネル設定が切り替

わり、１～７まで選ぶことができます。７番目のチャンネルの状態

から「選局」ボタンを１回押すと無音の待機状態になりますので、

通常時はこの状態でご使用いただけたらよいかと思います。（１～７

の各チャンネル説明は欄外を参照） 

ボリュームを小さくしますと、通常の行政放送まで聞こえなくなっ

てしまいますので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

告知端末の利用料は 

いくらなのか？ 

無料でご利用いただけます。 

なお、ケーブルテレビやインターネットをご利用の方は、別に月額

利用料をお支払いいただく必要があります。 

雷などで告知端末が壊れた！ 

修理、交換などが必要（通常の使用による故障は無料）ですので、

大変お手数ですが下記までご連絡をお願いいたします。 

■志布志市役所 情報管理課 地域情報係 

  電話 ０９９－４７４－１１１１ 

■ＢＴＶケーブルテレビ株式会社 志布志局【市の指定修繕委託業者】 

   電話 ０９９－４７９－３６００ 

※告知端末各チャンネル（１～７まで）設定について 

 ①「行政からお知らせ」繰り返し放送  ②ＮＨＫ第１放送  ③ＮＨＫ第２放送  ④ＭＢＣ南日本放送 

 ⑤ＦＭ志布志  ⑥エフエム鹿児島(ミューＦＭ)  ⑦ＮＨＫ-ＦＭ放送 

選局ボタンを押すたびに、１～７までの
チャンネルが切り替わっていきます。 

再生ボタンはここです！ 

 

選局ボタンはここです！ 
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～
元
気
で
冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
～

　

寒
さ
が
身
に
し
み
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
人
が
増
え
て
い
き
ま

す
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
原
因
と

な
る
ウ
イ
ル
ス
は
寒
く
て
乾
燥
し
た
冬
が

大
好
き
。
私
た
ち
人
間
は
体
温
を
維
持
す

る
た
め
に
体
力
を
消
耗
す
る
の
で
冬
は
体

に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
う

え
、
体
が
冷
え
る
と
鼻
や
喉
の
粘
膜
の
分

泌
が
抑
え
ら
れ
、
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
や

す
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
冬
は
風
邪
を

ひ
く
人
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

今
月
は
、
毎
日
の
生
活
や
食
事
に
気
を

付
け
て
元
気
に
冬
を
乗
り
越
え
る
ポ
イ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
と
き
や
睡
眠
不

足
が
続
い
て
い
る
と
き
は
、
風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
や
す
い

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
早
寝
早
起
き
で

充
分
な
睡
眠
、
休
養
を
と
っ
て
、
体
力
を

保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

十
分
な
睡
眠
時
間
は
個
人
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
７
～
８
時
間

が
理
想
的
で
す
。
よ
く
休
み
、
翌
日
に
疲

れ
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

朝
食
を
抜
く
、
夜
食
・
過
食
・
無
理
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
い
っ
た 

不
規
則
な
生
活

を
見
直
し
、
３
食
き
っ
ち
り
摂
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

た
ん
ぱ
く
質
は
摂
取
す
る
と
体
内
で
燃

焼
し
、
体
温
を
上
げ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
得
ら

れ
る
重
要
な
栄
養
素
で
す
。
良
質
の
消
化

の
良
い
た
ん
ぱ
く
質
、
例
え
ば
、
肉
、
魚
、

大
豆
製
品
、
乳
製
品
等
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
身
体
を

温
め
る
の
に
効
果
的
な
大
根
、白
菜
、し
ょ

う
が
ニ
ン
ニ
ク
、
ネ
ギ
、
ニ
ラ
な
ど
や
、

鼻
と
喉
の
粘
膜
を
守
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
多

く
含
む
牛
乳
、
レ
バ
ー
、
人
参
、
ほ
う
れ

ん
草
な
ど
も
多
く
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
は
忘
年
会
や
新
年
会
で
外

食
・
飲
酒
の
機
会
も
増
え
、
不
規
則
な
生

活
、
偏
っ
た
食
事
に
な
り
や
す
い
の
で
特

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
は
、
血
液

循
環
が
促
さ
れ
、
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
が
お
勧
め
で
す
。
準
備
運
動

を
し
て
身
体
を
温
め
、
筋
肉
を
十
分
ほ
ぐ

し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

厚
着
を
す
る
と
肌
の
新
陳
代
謝
が
悪
く

な
り
、
抵
抗
力
が
弱
く
な
り
ま
す
。
な
る

べ
く
薄
着
に
し
て
皮
膚
や
粘
膜
を
鍛
え
る

と
風
邪
を
ひ
き
に
く
く
な
り
ま
す
が
、
無

理
な
薄
着
も
逆
効
果
で
す
。

　

最
近
は
冷
暖
房
に
よ
り
室
内
と
室
外
の

温
度
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
着

し
す
ぎ
る
と
室
内
で
は
汗
を
か
き
、
汗
が

蒸
発
す
る
と
身
体
を
冷
や
し
、
血
行
を
悪

く
し
て
上
気
道
を
収
縮
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。
体
温
調
節
し
や
す
い
よ
う
脱
ぎ
着
き

の
し
や
す
い
服
を
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
保
温
効
果
を
高
め
る
た
め
に

マ
フ
ラ
ー
や
ス
カ
ー
フ
な
ど
を
上
手
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

　

笑
う
こ
と
で
脳
の
中
に
α（
ア
ル
フ
ァ
）

波
が
出
て
、
体
の
免
疫
力
が
活
性
化
さ
れ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

笑
っ
て
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

室
内
で
は
温
度
20
℃
～
25
℃
、
湿
度
60

～
80
％
を
保
ち
、
２
～
３
時
間
お
き
に
は

換
気
を
し
て
空
気
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
加
湿
器
が
な
け
れ
ば
、
濡
れ
た

タ
オ
ル
を
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
け
て
眠
る
の
も

お
勧
め
で
す
。
ま
た
、
こ
ま
め
に
水
分
補

給
を
す
る
こ
と
で
、
喉
を
潤
し
、
ウ
イ
ル

ス
が
増
殖
し
に
く
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
の
ど
や
・
鼻
の
粘
膜
の
湿
度
を
保
つ

た
め
に
就
寝
時
の
マ
ス
ク
も
効
果
的
で

す
。
人
が
多
く
集
ま
る
所
で
は
、
風
邪
な

ど
の
ウ
イ
ル
ス
に
接
触
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
人
混
み
を
避

け
、ま
た
外
か
ら
帰
っ
た
ら
必
ず
手
洗
い
、

う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
や
、
普
段
の
生
活
の
中
で
気
を
付
け
る

こ
と
が
風
邪
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
で

き
る
こ
と
を
取
り
入
れ
て
元
気
な
毎
日
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所市民課		Tel	487-2111

今
年
の
冬
は
風
邪
知
ら
ず
！

食
事
は
規
則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く

睡
眠
・
休
養
を
十
分
に

適
度
に
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

体
温
調
節
し
や
す
い
服
装
に
す
る

よ
く
笑
い
、
よ
く
眠
る

環
境
を
整
え
る

亘
こうたろう

太郎ちゃん怜
れ い ら

楽ちゃん 莉
り さ

彩ちゃん剛
たけとし

捷ちゃん 優
ゆ あ

愛ちゃん

瑠
りゅうおう

桜ちゃん

杏
あ ん な

奈ちゃん

虹
に こ

瑚ちゃん

諒
あ き と

翔ちゃん

壮
そう

ちゃん 悠
ゆ う ま

真ちゃん

※  11 月に行った５歳児歯科健診で、むし歯も処置歯もなかった子どもたちです。

高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成23年９月分の医療費の状況です。

医 療 費 総 額 ２８３，１９２，２８０円
９月末国保加入者数 １１，１８７人
1人 当 た り 医 療 費（ 医
療 費 総 額 を 加 入 者 数
で 除 し た も の で す ）

２５，３１４円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２１，４３９円
個 人 負 担 額 ３，８７６円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆
さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国
保）が支払った医療費です。
　医療費総額の約 84.7％を市（国保）が負担して
います。

インフルエンザを予防しましょう！
　志布志市では、すべての市民の方を対象にインフルエンザの予防接種費用
を 1 回当たり 2,000 円助成しています。市内の医療機関又は市と契約してい
る医療機関であれば、各医療機関が定める接種費用から 2,000 円を差し引い
た額が個人負担となります。例えば、市内の医療機関の場合は、1 回当たり
500 円で接種できます。

　インフルエンザが流行する前に免疫を付け、外出したあとは、こまめに、ていねいに手洗い・
うがいをしてインフルエンザウイルスから身体を守りましょう。
　また、今年も市内の保育園等や小学校、中学校にマスクを配布し、主な公共施設に手指消毒剤
を設置してインフルエンザの流行に備えています。
　せき、くしゃみなどの症状があるときは、きちんとマスクをし、まわりの人にうつさないよう、
せきエチケットに心がけましょう。なお、急な発熱などの場合は、早めの医療機関受診をお願い
します。
※  2009 年に猛威をふるった新型インフルエンザ（A/H1N1）は、2011 年 4 月 1 日から季節性

インフルエンザとして見られるようになりました。
◆問い合わせ先　本庁保健課保健対策係　℡４７４－１１１１（内線１６４）

女性特有のがん検診無料クーポン券
利用期限は 12 月 28 日まで

　子宮がん検診または乳がん検診の自己負
担金が無料になるクーポン券の利用期限が、
平成 23 年 12 月 28 日までとなっています。
　対象者は、平成 23 年 4 月 1 日現在の年齢が、
子宮がん検診は満 20 歳から５歳間隔で満 40
歳まで、乳がん検診は満 40 歳から５歳間隔
で満 60 歳までの人です。
　お手元にまだクーポン券をお持ちの人は、
健診実施医療機関へ電話で予約し、期限まで
に受診して下さるようお願いします。
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　農政課では、効率的で安定した魅力ある農業経営を目指す農
業者（認定農業者）の確保・育成のため、各種補助事業等さま
ざまな支援を行っています。
　配偶者や後継者にとって、魅力的でやり甲斐のある、家族み
んなが意欲的に働くことが出来る環境整備、家族間で十分に話
し合うことを目的とした家族経営協定の締結や共同申請を推進
し、各種研修活動等積極的な参加を呼び掛けています。
　また、志布志市認定農業者連絡協議会では、農業経営主を対
象とした研修活動だけでなく、配偶者や女性後継者等を対象と
した女性研修会等も行われています。

 
「男女がともに輝くまちづくりプラン」実現のためにこんな事をしています！

ひ　　　と

～農政課～

　鹿児島純心女子大学の谷崎和代准教授とサークル「Ｓ＆Ｉ」
の皆さんによる「デートＤＶ防止セミナー」を開催しました。
　セミナーでは、デートＤＶについての説明のほか、デートＤ
Ｖの低年齢下、高校２年生を対象に行った性意識調査の中で、
男女ともに約８割が性行動を「かまわない」と答えたこと、子
どもたちは家族の会話が少ないことが寂しさにつながり、性行
為を急ぐ傾向にあることなどを紹介。谷崎教授は「こうした子
どもたちの実態を知ってほしい」と語りました。
　参加者からは、「もっと早くデートＤＶという言葉を世間に
普及させてほしかった」、「今の学生たちにも聞いてほしい」と
いう感想が聞かれました。

企画政策課　男女共同参画推進室
　女性支援相談室　（各 13:00 ～ 17:00）
　　◆ 12 月 21 日（水）	 有明農村改善センター
　　◆ 1月 18 日（水）	 新橋地区公民館
　☎専用フリーダイヤル ０１２０- ７

な や む

８６- ０
お ご じ ょ

５４
　　（月～金　8：30 ～ 17：00）
■問い合わせ先　
　企画政策課男女共同参画係　℡	474-1111（内線 250・255）

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.70

「デートＤＶ防止セミナー」を開催しました

○	児童虐待の防止等に関する法律では、子どもが家庭内で親などから
直接暴力をふるわれるほかに、両親などの間に起こる暴力を目撃
することにより、著しい心理的外傷を負う場合も児童虐待である
と規定されています。

○	ＤＶのある家庭に、児童への身体的虐待などが存在している場合が
多数あります。

DV と児童虐待 ～ＤＶを見聞きすることも児童虐待です～

「児童虐待の防止等に関する法律」（第６条）
　児童虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、速やかに、こ
れを市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所に
通告しなければならない。

　ＤＶの相談を受けた場合には、子どもの状況につ
いても確認し、可能な限り児童虐待の早期発見に努
める必要があります。
　児童虐待を受けたと思われる子どもを発見した場
合は、通告する義務があります。

通　告　先 Ｔ　Ｅ　Ｌ
志布志福祉課 ４７４－１１１１

大隅児童相談所 ０９９４－４３－７０１１
児童相談所

フリーダイヤル ０５７０－０６４－０００

※虐待かどうかを確かめる必要はありません。
※通告者の秘密は守られます。

鹿児島県	県民生活局	男女共同参画室	「ＤＶ被害者と子どもたちの支援に御協力ください！」より

←
講演する谷崎准教授

→
寸劇で分かりやすくデー
トＤＶについて紹介しま
した

第一回鹿児島県商店街グルメNo.1決定戦
Ｓ－１グランプリ　初代グランプリ
【背白ちりめん三昧丼】

第二回
Ｓ－１グランプリ　出店丼ぶり
【志布志黒豚バルク丼】

「地域が元気になるNPO、地域づくり団体、行政との協働活動」

演奏・NPO法人活動報告・子どもの
遊び場・飲食ブース・NPO法人設立、
運営相談コーナーなど

女性研修の様子

志 布 志 市 指 定 管 理 者 を 募 集 し ま す！
　市では、下記の施設の管理に指定管理者制度を導入しています。現在の指定期間が、平成 24 年３月末で終了す
ることから、平成 24 年 4 月から管理を行う法人・団体を募集します。詳細については、12 月５日（月）から施
設所管課及び市ホームページで配布する募集要項等をご覧のうえ、説明会への参加・応募をお願いします。なお応
募締め切りは、平成 24 年 1 月 17 日（火）です。

募集施設名　　 業務の内容（指定予定期間）　　 所　管　課
ダグリ公園の公園施設（国民宿舎ボルベ
リアダグリ、展望台） ダグリ公園の公園施設等の管理及び運営業務（３年間） 港湾商工課観光物産係　　　　℡ 474-1111（内線 283）

■説明会日程（参加には、12 月 22 日午前中までに所管課への事前申込が必要です。）
施　設　名 日　　時 場　　所

ダグリ公園の公園施設（国民宿舎ボ

ルベリアダグリ、展望台）

12 月 26 日（月）

午後２時から

国民宿舎ボルベリアダグリ

２階会議室
■問い合わせ先　総務課行政改革推進係　474-1111（内線 210・232）
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8
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乗
り
物
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

乗
り
物
フ
リ
ー
パ
ス

チ
ビ
ッ
子
探
検
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

お
楽
し
み
ガ
ラ
ポ
ン

辰
年
だ
よ
‼
サ
プ
ラ
イ
ズ

来
園
ポ
イ
ン
ト
３
倍

先
着

名

入
園
料

円

30

100

枚
限
定

乗
り
物

円

30

100

Ｓ

年
生
の

歳
へ
、
ダ
グ
リ
ン
ち
ゃ
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト

30

56

観
覧
車
か
ら
初
日
の
出

●

豪
華
抽
選
会

●

新鮮朝市＆プチ☆フリーマーケット
(ＪＲ志布志駅前ロータリー)

12月31日～1月1日

白鳥神社元旦祭(有明町伊崎田)

霧島神社元旦祭(松山町尾野見)

早鈴神社元旦祭(松山町泰野)

松山神社神舞(松山町新橋)

山宮神社神舞(志布志町安楽)

石蔵イルミネーション点灯
(松山町新橋)

新鮮朝市＆プチ☆フリーマーケット
(ＪＲ志布志駅前ロータリー)

福神舞(有明町伊崎田)

ダグリ岬遊園地 30周年アニバーサリー

スペシャルイベントスケジュール市内イベントスケジュール

チ
ビ
ッ
子
探
検
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

来
園
ポ
イ
ン
ト
３
倍

枚
限
定

乗
り
物

円

30

100

乗
り
物
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

先
着

名

入
園
料

円

30

100

1月9日

第7回志布志ジョガー駅伝競走大会

志布志市スポーツ少年団交歓大会

(志布志運動公園)

鬼火焚き(松山町新橋)

2011

15

志
布
志
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

(

～
１
月

日)

志
布
志
鉄
道
記
念
公
園
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短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

語
り
部
が
古
墳
の
秘
話
を
語
る
夜
は
ダ
グ
リ
岬
を
巡
る
木
枯
ら
し	

南　
　

史
郎

今
朝
の
秋
告
ぐ
る
ご
と
く
に
百
舌
高
音
空
の
ま
ほ
ら
に
吸
は
れ
ゆ
き
け
り	

肥
後　

洋
子

秋
風
に
稲
穂
の
波
も
黄
金
色
空
の
青
さ
よ
ひ
が
ん
花
赤
く	

牧　
　

愛
子

栗
の
実
が
ポ
ー
ン
コ
ロ
コ
ロ
落
ち
は
じ
め
イ
ガ
か
ら
の
ぞ
く
つ
や
や
か
な
粒	

有
馬
ケ
イ
子

時
雨
き
て
庭
隅
あ
た
り
つ
わ
ぶ
き
の
つ
ぶ
ら
明
り
の
花
の
冷
え
そ
む	

松
原
ひ
ろ
え

日
記
に
は
Ａ
面
だ
け
を
書
い
て
い
る
女
の
肩
に
残
照
が
差
す	

江
口
さ
く
ら

満
月
を
受
け
て
精
舎
の
屋
根
ひ
か
る
と
ぼ
と
ぼ
歩
き
の
銀
色
人
生	

中
園　

茂
甚

ホ
ー
ル
出
て
余
韻
い
や
増
す
カ
ミ
ニ
ー
ト
小
道
を
照
ら
せ
冬
の
星
屑	

篠
田　

紀
子

雪
の
夜
に
第
九
合
唱
た
ゆ
た
え
ば
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
緋
も
鎮
も
れ
る	

日
高　

禎
子

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2011.12

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

神
渡
し
タ
ン
カ
ー
船
の
巨
体
か
な 

河
野　

通
人

し
な
や
か
に
生
き
る
八や

そ

じ
十
路
や
枯
尾
花 

冨
山　

達
次

何
処
迄
も
馬ま

せ柵
ど
こ
ま
で
も
芒
す
す
き
は
ら原 

冨
山　

茂
子

歳
時
記
の
頁
深
ま
り
冬
に
入
る 

和
田
千
恵
子

胡く
る
み桃
割
る
夫つ
ま

の
傍
ら
子
は
眠
る 

北
野　

治
美

お
母
ち
ゃ
ん
と
呼
ぶ
声
宝
野
菊
咲
く 

吉
村　

万
里

孫
遠
し
此
の
秋あ
き
ゆ
う
や
け

夕
焼
け
見
せ
た
く
て 

目
黒　

文
恵

菊
月
や
夕
日
静
か
に
沈
み
ゆ
く 

本
村
ミ
ツ
子

終つ
い

に
き
て
稲は

ざ架
仕
舞
ひ
を
る
二
人
か
な 

北
川　

雨
水

秋
の
日
の
思
い
出
は
せ
る
忘
れ
潮 

刀
坂
由
美
子

冬
凪
や
小
さ
き
港
の
船
溜
り 

川
上　
　

豊

柿
落
葉
吹
か
れ
上
手
に
な
れ
ぬ
ま
ま 

和
田　

洋
文

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

題
「
欲よ
っ

」
欲よ
っ
と
っ得
も
無ね

ち
言ゆ

か
た
で
ん
内ね
し
ゅ心
は
別べ
っ

　
　
　
（
唱
）
只た

で
貰も

ろ
金ぜ
ん

も
不い
ご
っ平
ど
ん
言ゆ

っ	
	　

丸
目
南
兵
衛

題
「
勘か
ん

」
ひ
ょ
か
っ
来
た
メ
ー
ル
い
女か

か房
が
勘か
ん
く食
ろ
っ

　
　
　
（
唱
）
言い
わ
け訳
を
仕し

か方
て
す
っ
た
い
疲だ

れ
っ	

	　

小
蓬
原
忠
則

題
「
ム
ー
ド
」
ム
ー
ド
次し

で第
老お
ん
じ
ょ翁
も
黙
っ
盃ち
ょ

く
握
っ

　
　
　
（
唱
）
周ぐ

る囲
や
全す
っ
ぱ
い部
飲の

ん
人て

が
揃そ

る
っ	

	　

畑
山　

敏
昭

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。
多くの皆様の投稿をお待ちしています。

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

夜よ

あ
長な
ご

し
真ま

こ実
ち
淋と
ぜ

ん
ね
休
刊
日	

伊
地
知　

孝

ク
ラ
ス
会か
い

若わ

こ
化ば

け
た
ど
ん
年と
齢
し
ゃ
同お
な

し	

今
村
千
代
子

短た
ん
き気

亭て
主
し
ゃ
八は
ち
じ
ゅ十

な
っ
て
ん
吠ほ

え
ど
え
っ	

木
藤　

富
美

駄ね
じ
ゅ々

く
ろ
た
子こ

も守
い
の
孫
い
匙さ

ず
投な

げ
っ	

新
地　

十
意

も
一い
っ
ど度
は
櫛く
し

で
梳け
ず

ろ
ち
薬く
す

ゆ
塗ぬ

っ	

末
村　

琢
詩

大ふ

て
保
険
解と

け
た
や
直い
っ

き
病び
ょ

で
寝ね

く込
っ	

竹
之
内
零
余
子

気
は
若わ

け
て
顔つ
ら

ん
皺し
わ

ど
ま
ど
も
な
ら
じ	

野
村　

三
味

背せ
び
ろ広
ど
ま
ぞ
ろ
引び

っ
帰も
ど

い
酔よ

く
れ
亭と

と主	

橋
口　

笑
二

呆ぼ

や
し
こ
っ
ま
た
も
鍋
を
ば
焦こ

が
ら
け
っ	

樋
渡
草
団
子

収し
お
と
し
び

穫
日
機き

か械
い
も
焼し
ょ
ち
ゅ酎

を
注ち

っ
供あ

げ
っ	

満
留　

ぐ
み

匂か
ざ

も
無の

し
見
え
じ
厄や
っ
け介

な
放
射
能	

福
山　

吉
連

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

薄
雲
の
音
な
く
よ
ぎ
り
あ
し
た
発
つ
子
ら
に
涼
風
綺
羅
星
満
天	

畑　

美
佐
子

講
師
の
声
「
い
の
ち
」
の
法
話
の
美
し
さ
ギ
タ
ー
と
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
酔
ふ	

前
原　
　

恭

暦
で
は
立
秋
な
れ
ど
蝉
し
ぐ
れ
短
き
命
せ
き
た
て
る
が
に	

永
田
ミ
ツ
エ

こ
の
家
に
住
み
つ
き
て
早
や
六
ケ
月
三
毛
の
習
性
仕
草
が
い
と
し	

山
口　

良
子

車
五
分
息
子
に
連
れ
ら
れ
田
の
畦
に
止
め
の
青
葉
が
秋
風
に
な
び
く	

隈
元　

チ
エ

い
っ
ぱ
い
の
土
産
と
思
い
出
詰
め
込
ん
だ
飛
行
機
重
た
げ
一
路
東
京
へ	

野
口　

順
子

春
冷
の
朝
の
光
を
き
ら
き
ら
と
返
し
て
並
ぶ
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス	

石
橋　

道
子

危
険
区
域
無
人
の
家
並
５
ヶ
月
の
時
は
虚
し
く
雑
草
茂
る	

川
添
八
重
子
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蘇州號志布志港寄港
　10 月 29 日に志布志港旅客船埠頭に上海フェリー（株）の蘇州號が
寄港しました。蘇州號は、平成 7 年度から昨年までの 16 年間で計 66
回志布志港に寄港し、3,577 名の方を上海までご案内してきました。今
年は、志布志港国際航路利用促進協議会（会長：志布志市長）主催の
ツアー 50 人を乗せて、上海まで航海しました。蘇州號は、今年をもっ
て寄港休止となります。これまでの皆様方のご利用と、関係者のご尽
力に感謝申し上げます

志布志港ポートセミナー開催
　11 月 8 日大阪市の太閤園にて、平成 23 年度志布志港ポートセミナー
が開催され、関西、近畿圏を中心に、荷主、船社、物流業者ら 95 団体、
211 人が参加しました。
　基調講演として、株式会社日立物流西日本営業本部の二井昭人副部
長に「グローバル物流への取り組みについて～ソーラーフロンティア
社の海外展開～」と題して講演をいただき、講演の中で、志布志港は近
隣他港と比較して総合的に高い評価をいただきました。
　志布志港は、国際バルク戦略港湾に選定され、また、コンテナ貨物
取扱量も年々増加していますので、今後もさらに利用促進を図ってい
きます。

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 289）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 322）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消費者ホットライン　０５７０－０
ま も ろ う よ

６４－３
み ん な を

７０

Ｓ
Ｆ
商
法
（
催
眠
商
法
）

　

通
称
「
は
い
は
い
学
校
」
と
呼
ば
れ
、

催
眠
商
法
と
い
う
名
称
の
と
お
り
、
催

眠
に
か
か
っ
た
よ
う
な
状
況
下
で
高
額

な
商
品
を
購
入
さ
せ
る
事
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◆
相
談
①

　

知
人
に
「
無
料
で
商
品
を
も
ら
え
る

か
ら
行
か
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
会
場
に

出
向
い
た
。
２
時
間
ほ
ど
芝
居
や
、
面

白
い
話
を
聞
く
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
高
額
な

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ズ
ボ
ン
、
カ
ツ
ラ
な
ど

を
勧
め
ら
れ
断
り
づ
ら
く
購
入
し
て
し

ま
っ
た
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知

を
出
し
た
が
受
け
付
け
て
も
ら
え
な

か
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

● 
無
料
で
商
品
を
配
布
す
る
と
誘
わ
れ

て
も
絶
対
に
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
　

↓

　

無
料
で
貰
う
と
断
り
づ
ら
い
と
い
う

心
理
を
利
用
さ
れ
ま
す
。

● 

会
場
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
雰
囲
気

に
の
ま
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

必
要
な
い
も
の
は
、
は
っ
き
り
と
断

り
、
帰
り
た
い
と
き
は
「
帰
り
た
い
」

と
意
思
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
し
て
し
ま
っ
た
時

　

契
約
に
納
得
で
き
な
い
時
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
通
知
を
拒
否
さ
れ
た
時
な

ど
、
あ
き
ら
め
ず
に
、
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

◆
相
談
②

　

老
人
会
の
昼
食
会
が
あ
り
、帰
り
際
、

男
性
が
会
場
に
入
っ
て
き
て
、
高
齢
者

の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
ビ
ラ
を
配
り
、

名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
を
書
く
よ
う

に
言
わ
れ
、訳
も
わ
か
ら
ず
記
入
し
た
。  

　

そ
の
後
、
突
然
電
話
で
「
浄
水
器
を

無
料
で
設
置
す
る
の
で
訪
問
す
る
」
と

い
う
内
容
を
信
じ
承
諾
し
た
。

　

後
日
、
浄
水
器
は
無
料
で
は
な
く

リ
ー
ス
契
約
で
月
々
、
３
，
５
０
０
円

支
払
う
必
要
が
あ
る
事
が
わ
か
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

高
齢
者
の
不
安
、
老
老
介
護
等
の
不

安
を
あ
お
っ
て
勧
誘
す
る
、
新
手
の
訪

問
販
売
で
す
。

● 

ど
の
よ
う
な
団
体
な
の
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

● 

執
拗
な
勧
誘
に
あ
っ
た
ら
、
消
費
生

活
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

知
っ
て
る
？
消
費
生
活
vol.9

Ｓ
Ｆ
商
法
や
新
手
の
訪
問
販
売
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

　アサ子さん（90 歳）　   　志布志町安楽
　週２回のデイサービスを楽しみながら、来年３月で 91 歳になるア
サ子さんは非常に手先が器用で、それを活かした数々の趣味が健康の
秘訣となっています。

　これまで取り組んできたものは、いずれも細かい作業を根気良く続けな
ければできないものばかりで、まず挙げるのは「刺繍」。下絵を元に一針一

針糸を縫いつけて作った作品は、風景画や掛軸など大きなものまであり、水彩
画のように繊細な色彩を糸で表現しています。また、５円玉を糸で繋いで作る「コ
イン手芸」では、小槌や宝船、五重塔などを作り、男の子の孫が生まれたときに
は、端午の節句に飾る甲冑を手掛けて贈っていたそうです。
　最近取り組んでいるのは、折紙を使った細工で、小さく切った紙を折り曲げて
作った三角形のピースを組み合わせて、鶴など様々な形の置物を作っています。
一つの作品に 100 はくだらない数のピースを折るのも相当な手間がかかります
が、指が覚えていて「目を閉じていても折れる」と語ります。
　こうした趣味の影響か大変矍

かくしゃく

鑠としていて、洗濯や庭の養生、お金の管理など、
身の回りのことを一人でこなします。ご夫婦で同居する娘の和子さんも、「何で
も一人でできるので、楽をさせてもらっています」と喜んでいました。

　萌
ほ の か

乃佳ちゃん（6歳）　
真
ま り の

梨乃ちゃん（２歳）　祐
ゆ り の

梨乃ちゃん（２歳）

（松山町新橋）

父　哲也さん　　母　末美さん

　大きさも性格も違う我が家の双子、
まりちゃん、ゆりちゃん。２人のお世
話と家の手伝いをしてくれる、頼れる
お姉ちゃんのほのかちゃん。
　ケンカもするけど、いつも一緒の仲
良し三姉妹です。みんな元気に大きく
な～れ！

　　　　　　　　　（両親より）

　真
ま や

彩ちゃん（５歳）

　　　　理
り こ

子さん（11 歳）

　（有明町蓬原）
父　政明さん　母　英美さん

　絵本が好きで、音楽やダンスも大好き！で
も、ちょっぴり恥ずかしがり屋なまやと、
　勉強にバレーボールに習い事に…と、遊ぶ
間もないほど、毎日超多忙なお姉ちゃん。
　２人の笑顔は、家族みんなの宝物です☆

( 両親より )

市
民
の
広
場

　

３
年
生
の
夏
か
ら
、
漢
字
の
正
し
い
書

き
順
を
学
ぶ
た
め
に
書
道
を
始
め
た
凛
さ

ん
は
、
毛
筆
４
段
、
硬
筆
２
段
の
腕
前
で

す
。
先
生
は
教
室
を
開
い
て
い
る
お
母
さ

ん
。
優
し
く
厳
し
い
（
？
）
指
導
の
も
と

で
腕
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
力
作
り
の
た
め
に
と
、
１
年

生
か
ら
Ｆ
Ｃ
志
布
志
に
所
属
し
て
サ
ッ

カ
ー
を
続
け
て
い
る
凛
さ
ん
。
友
達
や
弟

の
漱

し
ゅ
う
さ
ん
と
一
緒
に
、
楽
し
み
な
が
ら
練

習
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
お
か
げ
で
体
も
元
気
、
小

学
校
に
入
っ
て
か
ら
１
日
も
欠
席
し
て
い

な
い
そ
う
で
、「
卒
業
す
る
ま
で
皆
勤
を

続
け
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

週２～３回の練習や週末の試合を頑張っています！
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　お便りをくださった方の中
から抽選で、ひまわり券 5 枚
と加世田観光農園から「デコ
レーションケーキ（６号）引
換券」を１人、「莓パック（500
ｇ）引き換え券」を４人の方
にプレゼントします。

今
月
の

「
題
字
」

　

香
月
小
学
校

　
　
　
　
　

５
年
生　

　

凛り
ん

さ
ん

加世田観光農園

入園料 とよのか・さがほのか さつまおとめ
大人 1,000 円 1,300 円

小学生 800 円 1,100 円
園児 500 円 800 円

3 歳以下 300 円 600 円
※ 大人１人入園している場合は１人無料です

団体割引 20 名以上 1 人につき 50 円引（大人、小学生）
※持ち帰りのみもできます　（入園料不要、100 ｇ　200 円～）

今年も「イチゴ狩り」始まります。
（12 月 17 日～５月中旬）

開園時間 9:00 ～ 17:00
店内にはイチゴ商品充実しています。ぜひお立ち寄りください！
◎イチゴ粒入りソフトクリーム　
◎ムース、ジャム
◎イチゴ大福

　（５個入り）
◎グッズ　等
■問い合わせ先　加世田観光農園
　℡ 487-2100　携帯 090-8224-0632

◎松山支所

◎道の駅
道
県

109
号

★
加世田観光農園

加世田観光農園の「とれたてイチゴ」

たっぷりのケーキ販売中‼
（イチゴ狩り期間中、予約販売のみ）

・５号　２８００円
・６号　３３００円
・７号　４３００円

【製造元】　　　
お菓子の大園

※莓以外のフルーツは期間により変わります。

NAME

　一
かずき

希ちゃん（１歳）　
（志布志町安楽）

父　明さん　　母　りゑさん
　毎日笑顔で元気いっぱいのかずくん。
　お外で走り回ったり、枝や石ころを拾うのが大
好き！
　これからも、よく遊び、心身共にすくすく育っ
てくれることを願っています。
　かずくんは我が家の宝物です。

（両親より）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

読者プレゼント

　さゆり　さん（串間市）　　　　　	　28 歳

勤務先：フェリーさんふらわあ窓口（南九州マリンサービス㈱）
理想の異性：優しくて価値観の合う人
今のお仕事はどうですか？

　お客様からの「ありがとう」の一言で嬉しくなります。
志布志市に何を望みますか？

　 志布志市の皆さんにも、沢山さんふらわあを利用して頂き
たいです。
上司から一言（今鶴さん）

　日頃から、お客様より可愛がられており、仕事の精度も高
く、安心して任せられる存在です。これからも元気一杯輝い
ていって頂けたらと思います。



初
投
稿
で
す
！　

　
「
あ
た
や
元
気
や
っ
ど
」、
い
い
で
す

ね
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

　

高
齢
者
の
方
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち

と
は
ま
た
違
っ
た
元
気
を
も
ら
え
る
よ

う
な
き
が
し
ま
す
。

　

志
布
志
へ
転
居
し
て
数
か
月
が
経
ち

ま
し
た
。
蓬
の
郷
、
あ
す
ぱ
る
、
安
楽
、

ダ
グ
リ
、
大
黒
温
泉
を
巡
り
、
癒
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

（
曽
木
の
滝
え
も
ん
　
44
歳
男
）

　
　
　

▼

　

市
報
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
あ
た
や
元
気
や
っ

ど
」
で
ご
紹
介
す
る
皆
さ
ん
は
何
か
し
ら

元
気
の
秘
訣
を
持
っ
て
い
ま
す
。
自
分
に

と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
の
よ
う

に
思
い
な
が
ら
も
、
食
生
活
や
日
頃
の
運

動
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、「
今
か
ら
改
め

な
け
れ
ば
」
と
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

志
布
志
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
て
、
大
変
う
れ
し
い
で
す
。
今
月

号
に
は
、
年
末
年
始
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ

ン
ダ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

楽
し
か
っ
た
芸
術
祭

　
「
心
に
響
け
！
文
化
は
時
を
越
え
て
」

と
題
し
た
総
合
芸
術
祭
が
無
事
に
終
わ

り
ま
し
た
。
出
演
し
た
「
志
布
志
の
四

季
物
語
」
は
、
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

練
習
も
大
変
で
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み

れ
ば
多
く
の
方
か
ら
「
感
動
し
た
わ
！
」

と
言
わ
れ
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

滅
多
に
こ
ん
な
事
を
し
な
い
私
で
し

た
が
、
皆
さ
ん
方
、
先
生
方
の
お
か
げ

で
何
と
か
楽
し
く
出
来
た
こ
と
を
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後
日
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
見

て
、
自
分
な
り
に
感
動
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
協
力
な
し
で
は
で
き
な
か
っ
た

今
回
の
芸
術
祭
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
シ
ル
バ
ー
の
お
ば
さ
ん　

69
歳
女
）

　
　
　

▼

　

志
布
志
町
文
化
協
会
が
一
つ
に
な
っ

て
作
り
上
げ
た
「
志
布
志
の
四
季
物

語
」。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
も
舞
台

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

手
探
り
の
状
態
で
様
々
な
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
な
が
ら
、
団
体
の
垣
根
を
越

え
て
作
り
上
げ
た
壮
大
な
舞
台
…
。
何

回
も
話
し
合
い
と
練
習
を
重
ね
、
期
待

と
不
安
に
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
迎
え
た

本
番
が
無
事
に
終
わ
り
、
好
評
で
あ
っ

た
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
で
す
。

　

出
演
さ
れ
た
皆
さ
ん
。
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。

な
つ
か
し
き
セ
ン
リ
ョ
ウ
の
花

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
早
１
年
。

ま
た
セ
ン
リ
ョ
ウ
の
花
が
き
れ
い
に
咲

き
ま
し
た
。

　

あ
の
日
見
た
ト
イ
レ
の
中
に
飾
っ
て

あ
っ
た
セ
ン
リ
ョ
ウ
の
花
、
今
も
飾
っ

て
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
体
調
不
良
で

自
宅
で
の
生
活
の
日
々
の
中
、
懐
か
し

く
思
い
出
し
ま
す
。

　

ま
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
け
る
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
優

し
い
介
護
士
の
方
々
、
心
配
し
て
く
れ

る
友
達
に
早
く
会
え
る
よ
う
、
日
々
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
セ
ン
リ
ョ
ウ
の
花
に
も
会

え
た
ら
い
い
で
す
ね
。

（
大
正
の
ひ
が
ん
花　

89
歳
女
）

　
　
　

▼

　

以
前
、
通
い
始
め
て
不
安
だ
ら
け

だ
っ
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
、
介
護
士
の

優
し
さ
と
ト
イ
レ
に
飾
ら
れ
た
セ
ン

リ
ョ
ウ
の
花
が
心
を
和
ま
せ
た
、
と
い

う
お
話
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
一

年
が
経
つ
の
で
す
ね
。
お
便
り
の
内
容

か
ら
、
そ
の
後
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の

一
時
が
、
い
か
に
楽
し
く
有
意
義
で

あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

お
体
の
具
合
が
心
配
で
す
が
、
一
日

も
早
く
回
復
し
て
、
ま
た
楽
し
み
な
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
え
る
こ
と
を
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

※	読者プレゼントは掲載にかかわらず頂いたお便りから抽選でプレゼントを行っています。多くのお便りをお待ちし
ています。その際、一言で結構ですのでご意見等をいただければ幸いです。35　市報しぶし■ 2010.9

■松山地区　
12 月	 加世田建設	 	 ℡ 487-2057
12 月 28 日	 	 今井水道	 ℡ 487-8868
12 月 29 日	 	 半下石建設	 ℡ 487-8706
12 月 30 日	 	 大迫建設	 ℡ 487-2058
12 月 31 日	 	 イケダ	 ℡ 487-8771
１ 月 	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049
１ 月 １ 日	 	 佐藤建設	 ℡ 487-2049
１ 月 ２ 日	 	 加世田建設	 ℡ 487-2057
１ 月 ３ 日	 	 今井水道	 ℡ 487-8868
１ 月 ４ 日	 	 半下石建設	 ℡ 487-8706
■志布志地区
12 月 6 日～ 12月 12日	 高吉組	 ℡ 472-0721
12 日 13 日～ 12月 19日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
12 月 20 日～ 12月 26日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
12 月 27 日～ 12月 28日	 山本組	 ℡ 472-1101
12 月 29 日	 	 山本組	 ℡ 472-1101
12 月 30 日	 	 高吉組	 ℡ 472-0721
12 月 31 日	 	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
１ 月 １ 日	 	 崎田建設	 ℡ 473-0050
１ 月 ２ 日	 	 志布志水道	 ℡ 472-3540

１ 月 ３ 日	 	 山本組	 ℡ 472-1101
１ 月 ４ 日	 	 高吉組	 ℡ 472-0721
１ 月 5 日～１月 9日	 山本組	 ℡ 472-1101
１ 月 10 日～１月 16 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
１ 月 17 日～１月 23 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
■有明地区
12 月 11 日～ 12月 17日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
12 月 18 日～ 12月 24日	 西江建設	 ℡ 474-2113
12 月 25 日～ 12月 28日	 山中水道	 ℡ 474-1440
12 月 29 日	 	 池崎建設	 ℡ 475-2068
12 月 30 日	 	 郡山工業	 ℡ 475-0008
12 月 31 日	 	 西江建設	 ℡ 474-2113
１ 月 １ 日	 	 山中水道	 ℡ 474-1440
１ 月 ２ 日	 	 有徳設備	 ℡ 475-1596
１ 月 ３ 日	 	 池崎建設	 ℡ 475-2068
１ 月 ４日～１月 7日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
１ 月 ８日～１月 14日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
１ 月 15 日～１月 21 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008

■問い合わせ先　水道課　℡472-1111（内線261）

水 道 修 繕 当 番 店

質問１　給水負担金とは何ですか。
回答１　
　給水負担金とは、水道使用者の増加に伴って必要とされ
る施設整備の一部としてあてるもので、新規のお客様と従
来からのお客様との負担を公平にするために納入いただい
ているものです。

質問２　給水装置とは何ですか。
回答２
　給水装置とは、道路に入っている配水管から分かれて、
お客様のご家庭等に引き込まれた給水管や、これに取り付
けられてる給水器具（蛇口など）です。この給水装置は、
水道メーター（市からお客様への貸与品）を除いてお客様
の所有となっております。

質問３　 水道メーターが故障した場合、購入費用は水道課
で負担してくれるのですか。

回答３　
　水道メーターは、市からお客様への貸与品ですが、実際
の管理はお客様にお願いしています。ですから、故障の原
因が管理者の過失によるものであれば、購入費用をご負担
していただくことがあります。しかし、そうでない場合は、
水道課で購入費用を負担いたします。
　また、水道メーターは８年で取り替えるように法律で定
められていますので、水道課が計画的に取り替えを実施し
ています。

質問４　 給水装置が漏水した場合、水道課が修理してくれ
るのですか。また、その費用はどうなるのですか。

回答４
　給水装置の漏水を発見した場合、水道課が指定した業者
のみしか修理できません。また、市報に毎月掲載している
各地区の水道修繕当番店はご存知のとおり指定店です。

　さらに、その費用については、水道メーターを除いて給
水装置がお客様の所有であることから、お客様負担となり
ます。
　しかし、水道課では、お客様へのサービスとして水道メー
ターから本管側までは修理費用を負担しています。
　なお、水道メーターから宅内側の修理費は、お客様の負
担となります。

質問５　 水道（給水）管が凍って破裂しないようにするため
にはどうしたらいいですか。

回答５
　給水管の中の水は、気温がマイナス４度になると凍ると
されています。次のような環境にある場合、破裂しやすく
なります。

　①風当たりの強い戸外にある。　　
　②北向きの日陰にある。
　③むき出しになっている。

　給水管が破裂しないようにする
ためには、市販されている保温材
（古毛布や布でも代用できます。）
を取り付けるとよいでしょう。
　また、保温材を取り付ける場合、
ビニールテープなどでしっかり押
さえてください。

水道よくある質問集　No1

↓水道メーター元栓（止水栓）↓

宅内側
→

本管側
←

水道課サービス←｜→お客様負担

↓
保
温
材



市
民
の
広
場

免
除
さ
れ
た
保
険
料
を
追
納
す
る
と
、

満
額
の
年
金
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
期
間
に
は
、
全
額

免
除
と
一
部
免
除
（
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免

除
、
４
分
の
１
免
除
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
免
除
期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
各
基

礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
を
み
る
場

合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
期
間
と
同
じ
と
み

な
さ
れ
ま
す
。

◆
免
除
期
間
の
年
金
額
は
減
額

　

保
険
料
免
除
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
を
計
算
す
る
う
え
で
は
、
免
除
の
種
類
に

応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
を
全
額
納

め
た
と
き
を
１
と
す
る
と
、
全
額
免
除
期
間

は
２
分
の
１
、４
分
の
３
免
除
期
間
は
８
分
の

５
、
半
額
免
除
期
間
は
４
分
の
３
、４
分
の
１

免
除
期
間
は
８
分
の
７
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
平
成
21
年
３
月
以
前
に
免
除
を
受
け
た
期

間
は
、
全
額
免
除
期
間
は
３
分
の
１
、４
分
の

３
免
除
期
間
は
２
分
の
１
、
半
額
免
除
期
間
は

３
分
の
２
、４
分
の
１
免
除
期
間
は
６
分
の
５

で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
と
若
年
者
納
付
猶
予

の
期
間
は
、
資
格
期
間
に
は
反
映
さ
れ
て
も
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
カ

ラ
期
間
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

◆
10
年
以
内
に
追
納
を

　

こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
期
間
や
納
付
を
猶
予

さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
保
険
料
を
追
納
し
て
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
納
で
き
る
期
間
の
順
序
は
、
原
則
と
し
て

先
に
経
過
し
た
月
か
ら
順
次
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
学
生
納
付
特
例
期
間
ま
た
は
若

年
者
納
付
猶
予
期
間
よ
り
も
前
に
保
険
料
免
除

期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
ど
ち
ら
を
優
先
し
て

納
め
る
か
を
本
人
が
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
学
生
納
付
特
例
期
間
と
若
年
者
納
付
猶
予

期
間
と
は
同
順
位
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

追
納
す
る
保
険
料
額
は
、
保
険
料
の
免
除
や

猶
予
さ
れ
た
当
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
月
額

に
経
過
期
間
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
た
額
が
加
算

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
21
年
度
お
よ
び
平

成
22
年
度
中
の
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
、
こ
の

加
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
を
追
納
す
る
た
め
の
申
し
込
み
及
び
納

付
書
の
発
行
に
は
申
込
書
の
記
入
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
年
金
係
ま
た
は
鹿
屋
年

金
事
務
所
（
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１
）

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）
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こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＋
プラス

  10％
プレミアム付きひまわり商品券

好評発売中！　
※	限定販売のため売切れ次第販売を終了しますのでご購入はお早めに！

商品券の概要
■名 称　　「ひまわり商品券 2011」
■目　　的　　	プレミアム付の商品券を発行・販売し、市内の消

費拡大を図る。
■内　　容　　	10％プレミアム商品券を 2億円分発行します。
■購入資格　　	商品券の購入時点で、志布志市に住民登録のある

市民。
■購入限度額　	5万円／1人（5万円購入で5万5千円分の商品券）
■使用期限　　平成 24 年 1月 31 日（火）まで使用できます。

■販売場所　●	志布志市役所　本庁港湾商工課
　　　　　　●	志布志支所　　地域振興課
　　　　　　●	松山支所　　　地域振興課
　※市役所での販売は、平日のみ 9:00 から 16:00 までです。
■購入に必要なもの　身分を証明できるもの（免許証、保険証等）
　※印鑑は必要ありません。
■使えるお店　商工会の会員で登録してある小売店になります。
■問い合わせ先　
　志布志市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 285）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

交 通 事 故 防 止 は 貴 方 が 主 役 で す
年末年始の交通事故防止運動

平成 23 年 12 月 10 日（土）～平成 24 年１月 10 日（火）
●スローガン
　『年末年始　マナーアップで　事故防止』
●運動の最重点
　高齢者の交通事故防止
　『着けていますか？」運動・「おやつとさあ」運動の展開
●運動の重点
１飲酒運転の根絶
　～飲酒運転「８（やっ）せん」運動の展開
２早朝、薄暮時、夜間における交通事故防止
　～車両のライト点灯の徹底と夜行反射材の着用の推進～
３ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用

の徹底
　～全席ベルト着用！「します・させます」運動の展開～

交通事故状況　平成 23 年 10 月末現在

区　分 発生件数 死　者 傷　者
県　下 8282【-306】 67【-2】 10107【-324】

志布志市 160【+15】 4【＋ 4】 209【+21】
志布志地区 92 0 121

有明地区 57 4 76
松山地区 11 0 12

　　※【　】は昨年比　

緊急時　あなたを守る　１１０番　～１月 10 日は「１１０番の日」～
　１１０番は、皆さんの身近で事件・事故が発生した場合等の緊急ダイヤルです。事件・事故を早期
に解決するためには、皆さんからの迅速・正確な通報が必要になります。
　１１０番にかける際は、次の点に気をつけてください。
 　　●慌てず、落ち着いて事案の内容について教えてください。
 　　●バス停や学校、病院などの目標となる施設等を教えてください。
　　　※事件・事故以外の相談等は、下記までお電話ください、
 ・志布志警察署　℡　４７２－０１１０ ・警察総合相談電話　℡　♯９１１０

市の人口　10 月 31 日現在
人　口	 33,974 人	 	 （７）
男　性	 16,075 人	 	 （11）
女　性	 17,899 人	 	 （▲４）
転　入	 91 人	 　転　出	 　70 人
出　生	 24 人	 　死　亡	 　38 人
世帯数	 15,769 戸	 	 （６）

志布志港　平成 23 年９月分

　①入港隻数　37 隻（日本 0、外国 37）
　②輸出	 22 億 83 百万円
　③輸入	 81 億 69 百万円

資料　鹿児島税関支署
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　　今月の納税 納期限　12 月 26 日（月）　口座振替日　12 月 26 日（月）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

 市県民税（４期）  国民健康保険税（８期）
 介護保険料（８期）  後期高齢者医療保険料（８期）

ストップ滞納

平成23年度 滞納処分等実施状況について
■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

■差押を実施した人数　129 人
　　　（平成 23 年４月～ 11 月末現在）

「納税の告知（のうぜいのこくち）」
　市では、４月から７月までにさまざまな税金の通知書を納税義務者へ
送付しています（納税義務者とは、主体となって納税する義務を負う人
のことです。例を挙げると、固定資産税では「土地や家屋の所有者」、
軽自動車税では「軽自動車やバイクの所有者」が納税義務者となります）。
　納税義務者は市が決定した税額に従って、銀行などの金融機関で納付
書や口座引落しで納税を行います。そのため、市では税金を収める前に、
納税義務者へ「納税の告知」をしなければなりません。その告知の手段
として通知書を送付しています。
　税金の通知書のことを一般的に「納税通知書」と呼んでいますが、こ
の納税通知書には２つの役割があります。一つは「税額の通知」、もう
一つが「納期限の決定」です。この通知書が届いて、はじめて「あなた

の税額は○○円です。納期限は平成○○年○○月○○日です。」という「税額の通知」と「納期限
の決定」が行われ、租税債権が確定することになります。
　ちなみに、地方税（都道府県や市町村へ納める税金）は納税通知書を送付しなければなりません
が、国税（税務署へ納める税金）や法人住民税などの申告納付の方法で納める税金は、その性質上、
納税の告知は不要とされています。
　例えば、毎年２～３月の「所得税の確定申告」や「消費税の確定申告」なども申告納付の方法で
納める税金ですので、申告書は送られてきても納税通知書は送られてこないのはこのためです。

　差押の内容　
・給　与　 28 人 ・預貯金　 61 人
・不動産　 33 人 ・動　産　 1 人
・債　権　 6 人 
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固定資産税　償却資産の申告をお忘れなく！
　志布志市内に事業用の償却資産を所有している人は、種類、取得時期及び取得価額等につ
いて申告が義務づけられています（地方税法第 383 条）。

　会社や個人で工場や商店などを経営している人や、駐車場やアパートな
どを貸し付けている人が、その事業のために用いている構築物・機械・工具・
器具・備品等を償却資産といい、土地・家屋と同じように固定資産税が課
税されます。
　ただし、鉱業権・漁業権・特許権などのような無形固定資産、自動車税
の課税対象となっている自動車・トラクター等は課税の対象となりません。
　なお、「事業のために用いている」とは、所有者がその償却資産を自己
の営む事業のために使用する場合と、事業として他人に貸し付ける場合も
含めます。

　・申告期限　平成 24 年１月 31 日（火）　円滑な事務処理のため、早期提出にご協力ください。
　・提出書類　１「償却資産申告書」
　　　　　　　２「償却資産種類別明細書」（「減価償却表の写し」の添付に代えても構いません）
　・申告の流れ
  12 月中旬  １月 31 日 　　５月中旬
  申告書発送　　→　　申告書提出　→　納付書発送

　平成 20 年９月 22 日に償却資産に伴う耐用年数が 390 区分から 55 区分へ改正され、今まで細かく分けられて
いた耐用年数が、大きな区分にまとめられました。
　志布志市においては、申告書に同封の「償却資産種類別明細書」に変更となった耐用年数を書き入れて申告す
ることで、該当資産を把握しています。
　なお、この改正による耐用年数に応じた定率法による減価率、減価残存率は変わることはありません。
※ 平成 18 年度から国税資料の閲覧（地方税法第 354 条の２）が可能となったことに伴い、こちらから、申告書

を新規発送する場合がありますのでご了承ください。

◆問い合わせ先　本庁税務課固定資産税係　℡ 474-1111　（内線 154・155・156）

償却資産とは・・・

申告について・・・

償却資産の種類と具体例

資産の種類 主な償却資産の例示

　１構築物
ネオンサイン・屋上看板等の広告設備・舗装路面（駐車場舗装）・庭園・門・塀・
緑化施設等の外溝工事・その他土地に定着する土木設備・電気設備・給排水設備・
衛生設備・消火設備・ビニールハウス・店舗内装設備等のうち固定資産税について
家屋として取り扱わなかったもの　等

　２機械及び装置 工作機器・木工機器・印刷機械・土木建設機械・食品製造加工設備・トラクター（ナ
ンバープレート無）等の農業用機械・その他各種製造設備等の機械及び装置　等

　３船　舶 貨物船・客船・ボート　等

　４航空機 飛行機・ヘリコプター・グライダー　等

　５車両及び運搬具 フォークリフト等の大型特殊自動車・その他運搬車（自動車税・軽自動車税の課税
対象となるものは該当しません。）

　６工具、器具及び備品 パソコン・陳列ケース・医療機器・測定工具・金型・理容及び美容機器・エアコン・
応接セット等の家具・ビデオ機器・カラオケ等音響機器・自動販売機　等

償却資産一部改正について

平成 23 年度「県・市町村合同公売会」について
　下記により開催予定です。昨年に引き続き、当市からも出品する予定です。
◆開催日　　　平成 24 年２月２日（木）
◆開催場所　　かごしま県民交流センター
　　　　　　　（鹿児島市山下町１４－５０）
◆公売物件　　 ＡＶ機器、電化製品、美術品、骨董品、日用

品など
◆問い合わせ先　
　鹿児島地域振興局総務企画部納税課　特別滞納整理班
　℡０９９－８０５－７２５９（または７２６０）

納税通知書（国民健康保険税）
税目によって、様式は変わります。
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舎

　

4
階
会
議
室

　
（
曽
於
市
大
隅
町
岩
川
５
６
７
７
）

　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
南
日
ホ
ー
ム
曽
於
支
所

　

℡
０
９
９
―
４
７
１
―
２
５
０
０

～
そ
の
他
～

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

　

旧
ソ
連
邦
又
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域

に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成

22
年
6
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る

ご
存
命
の
人（
特
別
措
置
法
施
行
日（
平

成
22
年
6
月
16
日
）
以
降
に
亡
く
な
っ

た
人
の
相
続
人
は
請
求
で
き
ま
す
が
、

施
行
日
前
に
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
族
等

は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
）

■
請
求
受
付
期
間

　

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で

　

請
求
期
間
内
に
特
別
給
付
金
の
支
給

の
請
求
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
お
急
ぎ
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
場

合
は
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
既
に
特
別
給
付
金
を
支
給
さ
れ
た
方

は
、
再
度
の
請
求
は
出
来
ま
せ
ん
。

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

● 

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当

・
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
―
０
５
９
―
２
０
４

・
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用

　

℡
０
３
―
５
８
６
０
―
２
７
４
８

※
受
付
時
間　

9
時
～
18
時

　
（
平
日
の
み
、土
、日
、祝
日
を
除
く
）

経
済
セ
ン
サ
ス
調
査
に
ご
協
力
を
！

　

２
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
経
済
セ
ン

サ
ス
―
活
動
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
や
企
業
が
対
象

で
す
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
経
済
セ
ン
サ
ス
と
は
？

　

我
が
国
の
全
産
業
分
野
に
お
け
る
事

業
所
及
び
企
業
の
経
済
活
動
の
実
態
を

全
国
及
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
事
業
所
及
び
企
業
を
調
査
対

象
と
す
る
各
種
統
計
調
査
の
精
度
向
上

に
資
す
る
母
集
団
情
報
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
事
項

　

従
業
者
数
な
ど
の
基
本
的
な
項
目
の

ほ
か
、
売
上
高
や
費
用
な
ど
の
経
理
事

項
等
を
調
査
し
ま
す
。

■
調
査
方
法

　

１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
、

直
接
調
査
票
を
配
布
・
回
収
し
ま
す
。

調
査
票
が
届
い
た
ら
、
も
れ
な
く
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

※
調
査
員
は
、
必
ず
「
調
査
員
証
」
を

携
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
票
の

内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
法
で

規
定
さ
れ
た
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
、
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

● 

情
報
管
理
課
地
域
情
報
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）
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広告広告広告広告

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
志
布
志
市
に
在
住
さ
れ
て
い

る
方
で
、
農
家
台
帳
に
登
録
の
あ
る

方
（
耕
作
面
積
10
㌃
以
上
）
へ
は
、
申

請
書
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
次
の

登
録
資
格
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
平
成
24
年
１

月
10
日
（
火
）
ま
で
に
最
寄
り
の
志
布

志
市
農
業
委
員
会（
本
庁
・
各
分
室
）へ

提
出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

尚
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
審
査
や
縦

覧
期
間
を
経
て
毎
年
３
月
31
日
に
確
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

平
成
24
年
3
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
選

挙
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
選
挙
人
名

簿
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
登
録
資
格

⑴
年
齢
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
4
年
４

月
１
日
以
前
出
生
者
）

⑵ 

志
布
志
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
人

⑶ 

⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
事
項
に
該
当
し

た
人
で
次
の
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

① 

10
㌃
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業

務
を
営
む
人

② 

①
に
掲
げ
る
人
の
同
居
の
親
族
又
は

そ
の
配
偶
者
で
そ
の
耕
作
に
従
事
す

る
日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上

で
あ
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
人

③ 

10
㌃
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業

務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員

又
は
社
員
で
そ
の
耕
作
に
従
事
す
る

日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
で

あ
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
人

■
問
い
合
わ
せ
先

●
松
山
支
所
農
業
委
員
会
事
務
局

　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１
（
内
線
３
０
２
）

●
志
布
志
支
所
農
業
委
員
会
志
布
志
分
室

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
４
５
）

●
農
業
委
員
会
有
明
分
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
４
４
）

●
志
布
志
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

商
業
（
＝
会
社
）
･
法
人
登
記
事
務
の

取
扱
庁
の
変
更
に
つ
い
て

　

曽
於
市
、
志
布
志
市
、
曽
於
郡
大
崎

町
の
会
社
・
法
人
登
記
事
務
に
つ
い
て
、

現
在
鹿
児
島
地
方
法
務
局
曽
於
出
張
所

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
24
年

２
月
27
日
（
月
）
か
ら
鹿
児
島
地
方
法

務
局
法
人
登
記
部
門
に
お
い
て
取
り
扱

い
ま
す
。

　

な
お
、
変
更
日
以
降
の
事
務
の
取
扱

い
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

●
鹿
児
島
地
方
法
務
局  

　

・
代
表

　

℡
０
９
９
―
２
５
９
―
０
６
８
０

　

・
法
人
登
記
部
門

　

℡
０
９
９
―
２
５
９
―
０
６
３
６

●
鹿
児
島
地
方
法
務
局
曽
於
出
張
所

　
（
大
隅
合
同
庁
舎
）

　

℡
０
９
９
―
４
８
２
―
０
０
４
７

市 営 住 宅 空 き 家 情 報 （ 松 山 地 区 ）
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
●大田尾段団地 275 号　４DK　特賃住宅　平屋　家賃 37,000 円（所得制限あり）
●松山団地 280 号　　　４DK　特賃住宅　平屋　家賃 37,000 円（所得制限あり）
■問い合わせ・申込先　
●市役所建設課管理係　℡ 474-1111（内線 467）　●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

会社・法人登記事務の内容 鹿児島地方法務局
法人登記部門

鹿児島地方法務局
曽於出張所

会社・法人登記の
申請手続き ○ ×

会社・法人の登記の
登記事項証明書の発行 ○ ○※注１

会社・法人の
印鑑証明書の発行 ○ ○

会社・法人の
登記事項要約書の発行 ○ ×

会社・法人の紙の登記簿の
閲覧及び謄本等の発行 ○ ×

会社・法人の
印鑑の届出（改印を含む） ○ ×

会社・法人の印鑑カードの
発行・再発行・廃止 ○ ○

会社・法人の
電子署名の届出 ○ ○

会社・法人の登記手続の
ご質問・ご相談 ○ △※注２

※注１） 動産・債権譲渡登記に係る概要記録事項証明書の交付事
務を含む。

※注２） 会社・法人の登記手続に関するご質問・ご相談は、引き
続き曽於出張所でもお受けしますが、その内容によって鹿
児島地方法務局法人登記部門でのみお取り扱いするものが
ありますので、あらかじめご了承ください。



Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

２０歳の出
たびだち

航「成人式」

■日　時　平成 24 年１月４日（水）
　　　　　13 時受付
■会　場　志布志市文化会館
■内　容　オープニング
　　　　思い出のひとこま上映
　　　　式典、記念写真撮影
　　　　※終了時刻は 17 時頃の予定です。
■対象者　	平成３年４月２日～平成４年４月１日までに生

まれた人
	問い合わせ先　　　
　市教育委員会生涯学習課社会教育係
　℡ 472-1111（内線 336）

「福祉の職場ミニ就職面談会（大隅地区）」参加者募集

　県と県社会福祉協議会では、福祉職場の人材確保と就職
希望者の求職活動を支援するため、福祉職場の人事担当者
と就職希望者との面談会を次のとおり開催します。
■日　時　平成 24 年１月 19 日 ( 木 )　13:00 ～ 16:00
■場　所　ホテルさつき苑（鹿屋市西原１―９―10）
■対　象　・	一般求職者（平成 24 年春に大学・専門学校

などを卒業予定の人）
　　　　　・福祉施設の人事担当者
■内　容　就職面談会、求職登録相談など
	問い合わせ先　
　県社会福祉協議会福祉人材・研修センター
　℡ 099-258-7888

くろしおファーム農産物即売会

■日　時　12 月 21 日（水）　11:55 ～ 12:45
■場　所　有明高等学校　西門駐車場
　　　　　（県道 513 号線沿い、菱田中学校側沿い）
■その他　
　⑴雨天時は理科室前で開催します。
　⑵販売する品物は数に限りがあります。
　⑶駐車場は、西門から入り右側に駐車できます。
　⑷	ご購入後は、西門前が混雑する恐れがありますので、
迂回へのご協力をお願いします。

	問い合わせ先　
　有明高等学校　	 	 ℡ 099-477-0547
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編
集
後
記

文
章
を
書
く
時
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
に
誤
字
・
脱
字
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て

「
感
情
に
任
せ
な
い
」
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
▼
独
り
よ
が
り
で
支
離
滅
裂
な
内
容
に
陥
り

や
す
く
、
結
局
、「
何
が
言
い
た
い
の
か
分
ら
な
い
」

文
章
に
な
る
か
ら
で
す
。
▼
ま
た
、
例
え
ば
人
の
出

入
り
を
制
限
す
る
表
示
を
作
ろ
う
と
、「
関
係
者
以

外
立
入
禁
止
」
や
「
部
外
者
お
断
り
」
な
ど
の
言
葉

を
色
々
と
考
え
る
あ
ま
り
、「
部
外
者
以
外

4

4

4

4

4

立
入
禁

止
」
と
勢
い
余
っ
て
真
逆
の
こ
と
を
書
い
て
し
ま
う

よ
う
な
、
思
わ
ぬ
蛇
足
に
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。▼
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
る
年
末
年
始
、

「
食
べ
ち
ゃ
い
た
い
く
ら
い
可
愛
い
」
孫
に
会
え
る

方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
う
っ
か
り
「
お
醤

油
を
付
け
て
…
」
な
ど
と
味
付
け
を
指
定
す
る
と
、

本
当
に
喰
わ
れ
そ
う
で
孫
に
は
怖
が
ら
れ
、
パ
パ
、

マ
マ
に
は
引
か
れ
ま
す
。
▼
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
付

け
て
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。（
蔵
園
）

イベント・募集

「農林水産業 就農・就業等相談会」開催のお知らせ

　これから農林水産業を始めたい方、法人等での就業を希
望する方を対象に下記のとおり就農・就業相談会を開催し
ます。
　就農に向けての準備や資金及び支援事業、法人等の求人
情報など農林水産業への就農・就業に関する相談に個別で
対応します。お気軽に御参加ください。
１曽於地域
■日　時　平成 24 年 1月 6日 ( 金 )　13:30 ～ 16:00
■場　所　大隅地域振興局曽於庁舎第一会議室(本館4階)
			　　　　( 曽於市大隅町岩川 5677)
２県全体
■日　時　平成 24 年 1月 14 日 ( 土 )　11:00 ～ 17:00
■場　所　県民交流センター ( 鹿児島市山下町 14-50)
問い合わせ先志

　市役所農政課	　	 	 ℡ 474-1111( 内線 421)
　曽於畑地かんがい農業推進センター
　農業普及課	経営普及係		 ℡	099-482-1734

放送大学４月生募集のお知らせ

　放送大学では、平成 24 年１学期（４月入学）の学生を
募集しています。
　放送大学はテレビやラジオの放送を通して学ぶ、遠隔教
育の大学です。
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみたい
など、様々な目的で幅広い世代、職業の方が学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅広
い分野を学べます。
● 	15 歳以上の人なら、１科目から学習する選科履修生・
科目履修生として入学できます。
● 	18 歳以上の大学入学資格を持つ人なら、入学試験はな
く、全科履修生として入学でき、４年以上在学して 124
単位以上を習得し卒業すると、学士（教養）の学位を取
得できます。
●	ひとつの分野を体系的に学びたい方には、「放送大学エ
キスパート」を実施しています。
■出願期間　　　２月 29 日（水）まで
※	資料を無料で差し上げています。お気軽にお問い合わせ
ください。
	資料請求・問い合わせ先　放送大学鹿児島学習センター
　℡ 099-239-3811	 URL　http://www.ouj.ac.jp

　平成 24 年度保育所（園）入所申込みの受付を行います。
　平成 24 年４月から入所希望のお子さんをお持ちの保護者は、保育所（園）の
入所申込をしてください。入所申込書は志布志市役所本庁・各支所又は市内各保
育所（園）に準備しております。

●入所申込書の受付期間
　平成 24 年１月 16 日（月）から１月 31 日（火）まで※土、日、祝祭日を除く 9:00 ～ 17:00
●申込方法
　市内各保育園、市役所本庁、各支所に準備している『保育所入所申込書』に必要事項を記入し、『保育に欠ける
（保育できない）状態を証明できる書類（父・母の就業証明書等）』と『同居者全員の課税証明書（平成 23 年度分）
（※平成 23 年１月１日に志布志市に居住していた人については、提出の必要はありません。）』を添付して、保護
者が直接志布志市にお申し込みください。なお、申込書は児童１人につき１枚です。
　また、『所得税額を証明するもの』の提出については、源泉徴収票は会社等から受領され次第、確定申告書の写
し等は申告が済み次第、平成 24 年３月 19 日（月）までに提出してください。
●保育所に入所できる基準
　家庭外就労、家庭内就労（内職等）、母親の出産・病気や負傷、
家庭の災害等により児童の保育ができない場合。
●保育料
　それぞれの家庭の所得に応じて負担していただきます。
●受付・問い合わせ先
　■本庁・福祉課児童福祉係	 	 ℡ 474-1111（内線	176）
　■松山支所・市民課福祉係	 	 ℡ 487-2111（内線	272）
　■志布志支所・福祉課福祉係	 	 ℡ 472-1111（内線	204）

保育所（園）入所申込案内

交通事故無料定期相談会
休止のお知らせ

　毎月第２、第４水曜日、サンポートしぶしアピア内
において開催しておりました交通事故無料定期相談会
につきまして、諸事情により 12 月 14 日（水）の相談
をもって、当分の間休止いたします。
◆問い合わせ先

NPO法人交通事故被害者救済推進協会
℡０９９４－６５－６４０５

12月

 １月

18日  井  手  小  児  科（小  児  科） ℡473-3211
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
23日  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
  陽春堂内科診療所（内　科） ℡472-5511
25日　びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
  山下クリニック（内科、外科） ℡487-9001
31日　大山病院（内　科） ℡472-1400
  山口内科（内　科） ℡473-1188

１日  藤後クリニック（内　科） ℡472-1237
２日  石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
  びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
３日  えびはら皮膚科（皮膚科） ℡478-0370
  松下医院（内科、外科） ℡472-1124
８日  井 手小児科（小児科） ℡473-3211
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
９日　手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  山口内科（内　科） ℡473-1188
15日  山下クリニック（内科、外科） ℡487-9001
　　　陽春堂内科診療所（内　科） ℡472-5511

12月・１月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

12月

１月

　
12
月
・
1
月
の
行
事
予
定

　

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　
　

毎
週
金
・
土
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

　

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　
　

12
月
21
日
、
１
月
２
日
、
14
日
、
26
日

　

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　
　

12
月
25
日
（
９
時
～
12
時
）

　

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　
　

毎
月
第
１
、
第
３
土
曜
日
（
７
時
～
11
時
）

　

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵
（
国
道
２
６
９
号
線
沿
）

　
　

火
曜
日
（
そ
ば
）・
日
曜
日
（
野
菜
等
販
売
）

　

志
布
志
駅
前
市
場
（
JR
志
布
志
駅
前
）

　
　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
9
時
～
15
時
）



志布志市くらしのカレンダー

(日)

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 年金移動相談は事前予約制になります。市民環境課年金係　℡474-1111 (内線116)までご連絡ください。
※２ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※３ 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。

日曜当番医は43ページに掲載しています

(土)

(日)

年金移動相談（10:00～15:00 志布志支所5F会議室）※1

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

30

1/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

31

元日

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

成人式（13:00受付 市文化会館）

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

二種混合予防接種（13:30～13:50受付 農村環境改善センター）

二種混合予防接種（13:30～13:50受付 健康ふれあいプラザ）

成人の日

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）
献血（9:00～12:00 志布志支所）
　　（13:30～16:00 国交省志布志港湾事務所）

女性検診（松山地区）（8:30～9:00及び12:30～13:00受付）※3

両親学級（9：30～9：40受付 健康ふれあいプラザ）

女性検診（松山地区）（8:30～9:00及び12:30～13:00受付）※3
育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10：30～12：00 健康ふれあいプラザ）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

1歳6ヶ月児健康診査/麻疹風疹1期予防接種
　　　　  （13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）※2
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 志布志健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）
三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）

天皇誕生日

二種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
二種混合予防接種（13:30～13:50受付 農村環境改善センター）

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 農村環境改善センター）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
二種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

12/12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

(月)

(水)

(木)

(金)

(火)

(水)

(土)

(日)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(月)

(火)

(水)

(木)

(木)

(金)

(土)

(日)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

17 育児学級（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）※2

育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）(火)

(木)

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡	099-474-1111　Fax	099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp
●１月号は１月 13 日に発行予定です。
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